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本⽇の内容
3．がん情報提供・相談⽀援をめぐる施策の動向

（１）今回の改正の要点とその背景

（２）新整備指針で新たに触れられた役割への対応状況
事前アンケート結果の概要

（３）がん妊孕性医療の動向とネットワークについて

（４）都道府県内の連携体制の好事例
がん⽣殖医療との連携
AYA世代サロン〜ゆるっと話そう会〜について

（５）部会としての今後の取り組みについて（ディスカッション）
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本⽇の内容（つづき）

4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ
（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
（２）災害対策について

・⾸都圏災害時を想定したシミュレーション実施について
・愛媛豪⾬災害への対応

（３）件数カウントの導⼊状況と新指針を踏まえた変更案について
（４）「療養に関する情報の探し⽅」公開のお知らせ
（５）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（６）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（７）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について

5．その他

6．閉会のあいさつ
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都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会
情報提供・相談⽀援部会設置要領

（設置）

第1条 拠点病院で実施されている情報提供および相談⽀援体制の
機能強化と質的な向上を図ることを⽬的とする。また、各都道府県や
地域単位での取り組みを⽀援するため、都道府県がん診療連携拠点
病院連絡協議会の下部機関として、情報提供･相談⽀援部会（以
下「部会」という。）を設置する。

（検討事項）
第2条 部会は、次の事項について、情報を共有･検討する。
(1) 都道府県、施設単位で⾏われている情報提供・相談⽀援の取り組みに関する現状把握と
分析、情報共有に関すること。
(2) 情報提供や相談⽀援体制の機能強化や質的向上を果たす上で必要となる全国、地域レ
ベルで整備すべき体制とサポート要件の整理
(3) 現場のみでは解決が難しい施策・制度⾯の改善等の必要事項の整理と（連絡協議会を
通じて発信することを想定した）提⾔に向けた素案の作成

平成24年11⽉27⽇より施⾏

参考資料1
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（２）新整備指針で新たに触れられた役割への対応状況
事前アンケート結果の概要

（３）がん妊孕性医療の動向とネットワークについて

（４）都道府県内の連携体制の好事例
がん⽣殖医療との連携
AYA世代サロン〜ゆるっと話そう会〜について

（５）部会としての今後の取り組みについて（ディスカッション）

5 / 193 ページ



厚生労働省健康局

がん・疾病対策課

新たながん診療連携病院等の整備指針における
がん相談支援センターの役割について

平成３０年１２月４日

都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会
情報提供・相談支援部会
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拠点病院等の指定要件見直しについて

• 医療安全管理部門の設置
• 医療安全管理者の配置
• 医療安全管理者の権限付与 等

医療安全の更なる推進

• 病院一体でのがん相談支援センターの周知
• 専門的な施設へ「繋ぐ」
• 地域連携の推進
• がん教育への協力 等

病院完結型から地域完結・循環型医療へ

• チーム医療の更なる推進
• 保険適応外の治療に関する事前審査
• 診療機能による拠点病院の分類
• 第三者評価の活用等による質の評価 等

がん医療の更なる充実

• 同一医療圏に複数推薦があった場合の方針
• 要件を満たせていない場合の指導
• 移転・分離・統合があった場合の届出 等

指定に関する課題の整理

今回の指定要件見直しのポイント
第11回がん診療提供体制のあり方に

関す る 検 討 会 資 料 １ （ H 30 . ４ . 1 １）
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相談支援を行う機能を有する部門（以下「相談支援センター」という。なお、病院固有の名称との併記を認めた上

で、必ず「がん相談支援センター」と表記すること。）を設置し、①から⑧の体制を確保した上で、当該部門にお

いてアからチまでに掲げる業務を行うこと。なお、院内の見やすい場所に相談支援センターによる相談支援を受け

られる旨や、相談支援センターの場所、対応可能な時間帯についての掲示をする等、相談支援センターについて積

極的に周知すること。

① 国立がん研究センターがん対策情報センター（以下「がん対策情報センター」という。）による「相談支援セン

ター相談員研修・基礎研修」（１）～（３）を修了した専従及び専任の相談支援に携わる者をそれぞれ１人ずつ配

置すること。

② 院内及び地域の診療従事者の協力を得て、院内外のがん患者及びその家族並びに地域の住民及び医療機関等からの

相談等に対応する体制を整備すること。また、相談支援に関し十分な経験を有するがん患者団体との連携協力体制

の構築に積極的に取り組むこと。

③ 相談支援について、都道府県協議会等の場での協議を行い、都道府県拠点病院、地域拠点病院、特定領域拠点病院、

地域がん診療病院の間で情報共有や役割分担を含む協力体制の構築を行う体制を確保すること。

④ 相談支援センターについて周知するため、以下の体制を整備すること。

ア 外来初診時等に主治医等から、がん患者及びその家族に対し、相談支援センターについて説明する等、診断

初期の段階から相談支援センターの周知が図られる体制を整備すること。

イ 地域の医療機関に対し、相談支援センターに関する広報を行うこと。また、地域の医療機関からの相談依頼

があった場合に受け入れ可能な体制を整備することが望ましい。

⑤ 相談支援センターの業務内容について、相談者からフィードバックを得る体制を整備することが望ましい。

⑥ 患者からの相談に対し、必要に応じて院内の医療従事者が対応できるように、相談支援センターと院内の医療従事

者が協働すること。

⑦ 相談支援センターの支援員は、Ⅳの２の（３）に規定する当該都道府県にある都道府県拠点病院が実施する相談支

援に携わる者を対象とした研修を受講すること。

⑧ 地域がん診療病院とグループ指定を受ける場合には、連携協力により相談支援を行う体制を整備すること。

がん相談支援センターの体制
がん診療連携拠点病院の指定要件（平成30年7月）より抜粋
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以下に示す項目については自施設において提供できるようにすること。

ア がんの病態や標準的治療法等、がんの治療に関する一般的な情報の提供

イ がんの予防やがん検診等に関する一般的な情報の提供

ウ 自施設で対応可能ながん種や治療法等の診療機能及び、連携する地域の医療機関に関する情報の提供

エ セカンドオピニオンの提示が可能な医師や医療機関の紹介

オ がん患者の療養生活に関する相談

カ 就労に関する相談（産業保健総合支援センターや職業安定所等との効果的な連携による提供が望ましい。）

キ 地域の医療機関におけるがん医療の連携協力体制の事例に関する情報の収集、提供

ク アスベストによる肺がん及び中皮腫に関する相談

ケ ＨＴＬＶ－１関連疾患であるＡＴＬに関する相談

コ 医療関係者と患者会等が共同で運営するサポートグループ活動や患者サロンの定期開催等の患者活動に対する支援

サ 相談支援に携わる者に対する教育と支援サービス向上に向けた取組

シ その他相談支援に関すること

以下に示す項目については自施設での提供が難しい場合には、適切な医療機関に紹介すること。

ス がんゲノム医療に関する相談

セ 希少がんに関する相談

ソ ＡＹＡ世代にあるがん患者に対する治療療養や就学、就労支援に関する相談

タ がん治療に伴う生殖機能の影響や、生殖機能の温存に関する相談

チ その他自施設では対応が困難である相談支援に関すること

※ 業務内容については、相談支援センターと別部門で実施されることもあることから、その場合にはその旨を掲示し必要な

情報提供を行うこと。

がん相談支援センターの業務
がん診療連携拠点病院の指定要件（平成30年7月）より抜粋
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がん相談支援センターに関する記載
がん診療連携拠点病院の指定要件（平成30年7月）より抜粋

Ⅱ 地域がん診療連携拠点病院の指定要件について
１ 診療体制
（１）診療機能

コ 思春期と若年成人（Adolescent and Young Adult; AYA）世代（以下「ＡＹＡ世代」という。）にあるがん患者に
ついては治療、就学、就労、生殖機能等に関する状況や希望について確認し、必要に応じて、対応できる
医療機関やがん相談支援センターに紹介すること。

（２）診療従事者
② 専門的な知識及び技能を有する医師以外の診療従事者の配置

ウ （１）の⑤のアに規定する緩和ケアチームに協力する薬剤師、医療心理に携わる者及び相談支援に携
わる者をそれぞれ１人以上配置することが望ましい。

８ 地域拠点病院（高度型）の指定要件について
（１）地域拠点病院（高度型）

⑤ 相談支援センターに看護師や社会福祉士、精神保健福祉士等の医療従事者を配置し、相談支援業務の
強化が行われていること。
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緩和ケアに関する論点

【緩和ケア】（第４回WG）

 苦痛のスクリーニングやがん患者の苦痛を迅速かつ適切に緩和する体制（専門的な緩和ケアに

迅速につなぐ過程等）について整備することとしてはどうか。

 緩和ケアチームの人員配置について検討してはどうか。

 地域拠点病院における緩和ケアセンターのあり方、設置の要否について検討してはどうか。

 緩和ケア研修会の開催や受講の目標設定について検討してはどうか。

 緩和ケアの実績について検討してはどうか。

 アドバンス・ケア・プランニングについて検討してはどうか。

 緩和的放射線治療について検討してはどうか。

 都道府県拠点病院の要件である緩和ケアセンターの機能強化について検討してはどうか。

第11回がん診療提供体制のあり方に

関す る 検 討 会 資 料 ３ （ H 30 . ４ . 1 １）
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相談支援・情報提供・地域連携に関する論点

【相談支援】（第３・４回WG）
 相談支援センターに必要な人的配置や業務内容について再検討してはどうか。
 相談支援に関する実績に関する評価指標や指定要件を定めてはどうか。
 相談支援センターの周知を病院全体として取り組むようにしてはどうか。

【情報提供】（第４・６回WG）
 院内がん登録に関する指定要件について、「がん登録等の推進に関する法律」及び「院内がん

登録の実施に係る指針」に基づいて必要な修正を行うべきではないか。
 拠点病院においては5大がん以外のがんについても院内がん登録に対応できるように体制を整備

するべきではないか。
 拠点病院の取組として、拠点病院における医療従事者が、がんに関する普及啓発を行っては

どうか。

【地域連携】（第４回WG）
 拠点病院等と地域の医療・介護従事者等が連携できるように情報を共有する場を整備しては

どうか。
 外来診療を中心に、拠点病院が地域の医療機関等と、役割分担や診療支援を行うことで、質の

担保（指定要件と見なすこと）ができるようにしてはどうか。
 医科歯科連携については、引き続き拠点病院における医療体制として求めてはどうか。

第11回がん診療提供体制のあり方に

関す る 検 討 会 資 料 ３ （ H 30 . ４ . 1 １）
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整備指針の新たな事項について（類型の見直し）

地域がん診療
連携拠点病院

地域がん診療連携拠点病院
（高度型）

地域がん診療連携拠点病院

地域がん診療連携拠点病院
（特例型）

• 必須要件に加え、望ましい要件を複
数満たす。

• 高度な放射線治療の実施が可能

• 同一医療圏のうち診療実績が最も優
れている。

• 相談支援センターへの医療従事者
の配置や緩和ケアセンターの整備

• 医療安全に関する取組

等の条件を満たし、診療機能が高いと判
断された場合に指定。

従来の地域がん診療連携拠点病院と
同様。

平成31年以後に既指定の拠点病院で、
指定要件の充足状況が不十分であると
判断された場合に経過措置的に指定類
型を見直す。
未充足である状況が持続した場合は、
指定の取消しも検討する。

診療機能による分類

指定類型の
見直し

指定類型
の

見直し

指定類型の
見直し

指定要件を
充足した場合

復帰

【現行】 【見直し後】
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ご清聴ありがとうございました。

ひと、くらし、みらいのために
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新整備指針で新たに触れられた
役割への対応状況

がん相談対応体制整備に関するアンケート
集計結果
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アンケート 概要
調査⽬的
• 新整備指針において、拠点病院が取り組むべき事項や相談⽀援センターの業務

が拡充されたことを受け、都道府県や施設内でのがん相談対応体制整備の現状
を把握し、部会として取り組むべき⽅向性について議論を深めるための資料とする。

調査⽅法
• 拠点病院メーリングリスト（Kyoten-CISC）にて、WEBアンケートへの協⼒依頼

を⾏い、2018年9⽉26⽇〜 10⽉26⽇にかけてアンケートを実施した。

• 回収率︓
都道府県拠点病院︓48施設（94.1％）
地域拠点病院︓171施設（48.8％）
上記以外の病院（特定領域拠点・地域がん診療）︓15施設（40.5％）

• 有効回答数︓234
（複数回回答、同施設から複数名回答、県指定病院からの回答等無効︓7）

17 / 193 ページ



アンケート 概要︓アンケートの構成
０. 回答ご担当者情報

１．新整備指針で⽰されている「相談⽀援センターの業務」への対応体制整備状況について
問1 がんゲノム医療
問2 希少がん
問3 AYA世代にあるがん患者に対する治療療養や就学、就労⽀援
問4 がん治療に伴う⽣殖機能の影響や、⽣殖機能の温存

２．がん相談⽀援センターの質の向上および対応の均てん化に向けた活動について
問5 系統的継続的研修への参加状況
問6 「相談記録のための基本形式」の導⼊状況
問7 がんに関する信頼できる情報の⼊⼿⽅法
問8 ⾃施設で⾏われている臨床試験に関する情報の⼊⼿⽅法

（問9〜13は都道府県がん診療連携拠点病院の⽅のみご回答ください）
問9 都道府県内での役割分担や連携協⼒体制に関する協議状況
問10 都道府県内のがんに関する情報をまとめた冊⼦やホームページの作成状況
問11 系統的継続的研修の企画にあたり希望する⽀援内容
問12 PDCAサイクルチェックリストの作成状況
問13 ⼤規模災害発⽣時の情報収集体制

３．情報提供・相談⽀援部会で共有したい取り組みや活動について
問14 他県、他施設の取り組みで紹介してほしいテーマや話題
問15 全国のがん相談⽀援センターにとって有⽤と思われる⾃県や⾃施設での取り組み

全体像の把握に
必要であるため、
期間内に回答を
いただけなかった

都道府県拠点病
院の⽅には、問9
〜13（都道府
県拠点病院のみ
を対象とした設

問）に絞り、再度
回答を依頼した。
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がんゲノム医療に関する相談
問1 貴センターでは、「がんゲノム医療」に関する相談が寄せられることがありますか。

8.1%

75.0%

7.2%

41.9%

25.0%

24.3%

21.6%

27.0%

13.5%

40.1%

1.4%

1.3%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３．ゲノム中核・連携以外の病院(n=152)

２．ゲノム連携(n=74)

１．ゲノム中核(n=8)

１．よくある（週に１件以上） ２．ときどきある（⽉に１〜３件程度）
３．稀にある（年に数件程度） ４．ほとんどない
５．今まで⼀度もない ９９．無回答

ゲノム中核病院だと、週または⽉に数件のペースで相談を受けている。
ゲノム連携病院でも、週または⽉に数件の相談があるという回答が半数を占める。
⼀⽅、それ以外の病院では、相談がほとんどないという回答が⼤多数。
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がんゲノム医療に関する相談
副問1-1 問1で「ある（よくある・ときどきある・稀にある）」と答えたセンターではどのよ
うに対応されていますか。

がんゲノム医療に関わる指定を受けている病院（ゲノム中核・連携）では、
⾃施設で相談対応できる体制のある施設が7割以上を占める。
⼀⽅、それ以外の病院では、他施設につなぐ対応が半数以上を占める。

10.4%

24.5%

12.5%

10.4%

52.8%

62.5%

12.5%

5.7%

45.8%

3.8%

14.6%

1.9%

4.2%

9.4%

25.0%

2.1%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

３．ゲノム中核・連携以外の病院(n=48)

２．ゲノム連携(n=53)

１．ゲノム中核(n=8)

１．がん相談⽀援センター内に専⾨的に対応できるスタッフがいる ２．⾃施設内に専⾨的に対応できるスタッフに紹介する体制がある
３．他施設の専⾨窓⼝に紹介する体制がある ４．体制はないが、県内の⼤学病院やがん専⾨病院等を紹介する
５．どのような対応をするのか定めていない ６．その他
９９．無回答
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がんゲノム医療に関する相談
副問1-2 副問1-1で、１,２,３を選択されたセンターに伺います。
センター内または紹介した先で対応する専⾨のスタッフはどのような⽴場の⽅ですか。(複数選択可)

対応する専⾨のスタッフは専⾨看護師・認定看護師が最も多く、
次いでがん治療医、認定遺伝カウンセラー等となっている。
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1

1
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6_その他

5_がんゲノム医療コーディネーター

4_認定遺伝カウンセラー

3_臨床遺伝専⾨医

2_がん治療医

1_専⾨看護師・認定看護師

１．ゲノム中核 ２．ゲノム連携 ３．ゲノム中核・連携以外の病院
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がんゲノム医療に関する相談
副問1-3 副問1-1で、３を選択されたセンターに伺います。
紹介する主な機関（3つまで）の機関名とその機関の種類をお書きください。

紹介する主な機関として
記載されていたのは、全て
がんゲノム医療に関わる
指定を受けている病院
（ゲノム中核・連携）で
あった。

機関名 件数
がんゲノム医療中核病院 12
北海道⼤学病院 1
東北⼤学病院 3
国⽴がん研究センター 2
東京⼤学病院 1
京都⼤学医学部付属病院 1
阪⼤病院 1
九州⼤学病院 3
がんゲノム医療連携病院 11
千葉県がんセンター遺伝⼦診療部 1
横浜市⽴⼤学附属病院 1
滋賀医科⼤学医学部附属属病院 1
三重⼤学病院 1
⼤阪国際がんセンター 1
近⼤病院 1
独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構四国がんセンター 1
九州がんセンター 1
北九州市⽴医療センター 1
佐賀⼤学医学部附属病院 1
琉球⼤学医学部附属病院 1
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がんゲノム医療に関する相談
副問1-4 「がんゲノム医療」に関する相談でお困りのこと／うまくいっている活動があれ
ばお書きください。

「２．ゲノム医療やその実施体制に関する知識・情報がない」は、がん
ゲノム医療に関わる指定を受けているかどうかに関わらず、困りごととして
多くあがっている。
また、他の相談（希少がん、AYA、⽣殖機能）と⽐べ特徴的なものと
して、「４．マスコミ、メディアによる影響」がある。

主な困りごと 件数
１．相談がない、イメージがわかない 17
２．ゲノム医療やその実施体制に関する知識・情報がない 32
３．患者向けの資料やパンフレットがない 2
４．マスコミ、メディアによる影響 7
５．院内（ゲノム中核・連携）の実施体制が整っていない 5
６．対応⽅針が決まってない 3
７．相談員の役割範囲が不明瞭 3
８．相談対応の中での相談者とのやりとり 7
９．その他 3
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希少がんに関する相談
問2 貴センターでは、「希少がん」に関する相談が寄せられることがありますか。

週または⽉に数件の相談があるという回答は、都道府県拠点病院で4割、
地域拠点病院で1割、それ以外の病院では相談がほとんどないという施設が⼤多数。

2.9%

10.4%

11.7%

35.4%

6.7%

43.9%

25.0%

26.7%

28.7%

6.3%

53.3%

11.7%

13.3%

1.2%

22.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３．特定領域拠点・地域がん診療病院(n=15)

２．地域拠点(n=171)

１．都道府県拠点(n=48)

１．よくある（週に１件以上） ２．ときどきある（⽉に１〜３件程度）
３．稀にある（年に数件程度） ４．ほとんどない
５．今まで⼀度もない ９９．無回答
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希少がんに関する相談
副問2-1 問2で「ある（よくある・ときどきある・稀にある）」と答えたセンターで
はどのように対応されていますか。

全体で⾒ると、⾃施設で相談対応できる体制のある施設は3〜4割程度。
都道府県拠点病院の場合は「6.その他」として、「相談内容に応じて、施設別がん登録検索
システムの活⽤、院内専⾨スタッフへの連携、国⽴がん研究センター希少がんセンターの紹
介等を⾏う」といった回答が多く⾒られる。

15.0%

23.5%

16.0%

23.5%

19.0%

17.6%

100.0%

30.0%

5.9%

15.0%

5.9%

4.0%

23.5%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３．特定領域拠点・地域がん診療病院(n=1)

２．地域拠点(n=100)

１．都道府県拠点(n=34)

１．がん相談⽀援センター内に専⾨的に対応できるスタッフがいる ２．⾃施設内に専⾨的に対応できるスタッフに紹介する体制がある
３．他施設の専⾨窓⼝に紹介する体制がある ４．体制はないが、県内の⼤学病院やがん専⾨病院等を紹介する
５．どのような対応をするのか定めていない ６．その他
９９．無回答
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希少がんに関する相談
副問2-2 副問2-1で、１,２,３を選択されたセンターに伺います。
センター内または紹介した先で対応する専⾨のスタッフはどのような⽴場の⽅ですか。(複数選択可)

対応する専⾨のスタッフは専⾨看護師・認定看護師、がん治療医の他、
がん相談員や希少がんセンタースタッフ等があがっていた。
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希少がんに関する相談
副問2-3 副問2-1で、３を選択されたセンターに伺います。
紹介する主な機関（3つまで）の機関名とその機関の種類をお書きください。

紹介する主な機関として
は、国⽴がん研究セン
ターと都道府県拠点病院
が多いが、⼤学病院（地
域拠点）や患者⽀援団
体もあがっていた。

機関名 件数
国⽴がん研究センター 14
国⽴がん研究センター 6
国⽴がん研究センター希少がんセンター 3
国⽴がん研究センター中央病院 2
国⽴がん研究センター東病院 1
国⽴がん研究センターがん対策情報センター 1
希少がんネットワーク 1
都道府県がん診療連携拠点病院 13
北海道がんセンター 2
京都⼤学医学部付属病院 2
九州⼤学病院 2
九州がんセンター 2
九州⼤学九州がんセンター 1
信州⼤学医学部付属病院 1
千葉県がんセンター 1
兵庫県⽴がんセンター 1
琉球⼤学医学部付属病院 1
患者会・患者⽀援団体（NPOなど） 3
オンコロ 1
キュアサルコーマ 1
患者会・患者団体 1
その他 3
⼭梨⼤学医学部付属病院 1
名古屋⼤学医学部付属病院 1
神⼾⼤学医学部附属病院 1
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希少がんに関する相談
副問2-4 「希少がん」に関する相談でお困りのこと／うまくいっている活動があ
ればお書きください。

「１．希少がんの知識・情報が不⼗分」は、がん拠点病院の指定区分に関わらず、
困りごととして多くあがっている。
また、「３．標準治療未確⽴、限られた情報の中での⽀援の難しさ」「４．症例検
索システムの限界、使いづらさ」「６．希少がんセンターとの連携に課題がある」等、
希少がん特有の困りごとが⾒られる。

主な困りごと 件数
１．希少がんの知識・情報が不⼗分 25
２．相談対応の中での相談者とのやりとり 9
３．標準治療未確⽴、限られた情報の中での⽀援の難しさ 3
４．症例検索システムの限界、使いづらさ 3
５．⾃施設での症例が少なく、相談対応も困難 7
６．希少がんセンターとの連携に課題がある 3
７．その他 4
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AYA世代の治療療養、就学就労に
関する相談
問3 貴センターでは、「AYA世代にあるがん患者に対する治療療養や就学、
就労⽀援」に関する相談が寄せられることがありますか。

週または⽉に数件の相談があるという回答は、都道府県拠点病院で4割、
地域拠点病院で2割、それ以外の病院では1割に満たない。
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３．特定領域拠点・地域がん診療病院(n=15)

２．地域拠点(n=171)

１．都道府県拠点(n=48)

１．よくある（週に１件以上） ２．ときどきある（⽉に１〜３件程度）
３．稀にある（年に数件程度） ４．ほとんどない
５．今まで⼀度もない ９９．無回答
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AYA世代の治療療養、就学就労に
関する相談
副問3-1 問3で「ある（よくある・ときどきある・稀にある）」と答えたセンターで
はどのように対応されていますか。

全体で⾒ると、⾃施設で相談対応できる体制のある施設は6割程度。
「6.その他」として、「AYAに特化した窓⼝は特段設けておらず、⼀般的な相談としてがん相
談員が対応している」「相談内容に応じて、がん相談部⾨内での対応、院内専⾨スタッフへ
の連携、他施設の紹介、いずれもあり得る」といった回答が⾒られる。
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３．特定領域拠点・地域がん診療病院(n=4)

２．地域拠点(n=106)

１．都道府県拠点(n=35)

１．がん相談⽀援センター内に専⾨的に対応できるスタッフがいる ２．⾃施設内に専⾨的に対応できるスタッフに紹介する体制がある
３．他施設の専⾨窓⼝に紹介する体制がある ４．体制はないが、県内の⼤学病院やがん専⾨病院等を紹介する
５．どのような対応をするのか定めていない ６．その他
９９．無回答
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AYA世代の治療療養、就学就労に
関する相談

センター内または紹介した先で対応する専⾨のスタッフはどのような⽴場の⽅ですか。(複数選択可)

対応する専⾨のスタッフは医療ソーシャルワーカーが最も多く、次いで就労⽀援領域
の専⾨職、専⾨看護師・認定看護師等となっている。
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11_その他

10_⼦ども⽀援領域の専⾨職

9_就労⽀援領域の専⾨職

8_⽣殖医療領域の専⾨職

7_遺伝領域の専⾨職

6_精神科医

5_がん治療医

4_専⾨看護師・認定看護師

3_臨床⼼理⼠

2_医療ソーシャルワーカー

1_看護師

１．都道府県拠点 ２．地域拠点 ３．特定領域拠点・地域がん診療病院

回答施設数
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AYA世代の治療療養、就学就労に
関する相談

（多施設を紹介すると回答した施設のみ回答）
紹介する主な機関（3つまで）の機関名とその機関の種類をお書きください。

紹介する主な機関としてあげられてい
たのは、医療機関、就労⽀援領域の
専⾨機関が多く、学校教育関連の機
関や患者⽀援団体は少なかった。

都道府県がん診療連携拠点病院
栃⽊県⽴がんセンター 1
神奈川県⽴がんセンター 1
九州⼤学病院 2
九州がんセンター 3
都道府県拠点病院以外の医療機関
北海道⼤学病院 1
⼿稲渓仁会病院 1
⾃治医科⼤学病院 1
横浜市⽴⼤学市⺠総合医療センター 1
岐⾩⼤学病院 1
名古屋⼤学病院 1
福岡市⽴こども病院 1
県⽴こども病院 1

就労⽀援領域の専⾨機関
産業保健総合⽀援センター 2
社会保険労務⼠会 3
ハローワーク 8
電話相談（ほっとコール） 1
がん就労⽀援ホットライン 1

学校教育関連の機関
⽀援学校 1
県教育委員会 1

患者⽀援団体
がんの⼦どもを守る会 1
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AYA世代の治療療養、就学就労に
関する相談
副問3-4 「AYA世代にあるがん患者に対する治療療養や就学、就労⽀援」
に関する相談でお困りのこと／うまくいっている活動があればお書きください。

ゲノム医療や希少がんでは「相談⾃体がない」という記載が多く⾒られたが、AYAでは
「潜在的なニーズはあるのかもしれないが、拾い上げが難しい」という記載が多く⾒られた。
また、「２．当事者同⼠の交流の場がない」「３．学校との連携が難しい、就学⽀援のため
の資源がない」等、特徴的な困りごとが⾒られた。

主な困りごと 件数
１．相談がない、ニーズの拾い上げが難しい、広報が不十分 24
２．当事者同士の交流の場がない 4
３．学校との連携が難しい、就学支援のための資源がない 5
４．就労支援が円滑に進まない 2
５．介護保険の対象にならない 2
６．相談対応の中での相談者とのやりとり 3
７．院内の体制が整っていない、対応方針が決まってない 6
８．その他 5
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⽣殖機能に関する相談
問4 貴センターでは、「がん治療に伴う⽣殖機能の影響や、⽣殖機能の温存」
に関する相談が寄せられることがありますか。

都道府県拠点病院でも、相談がほとんどない、または年に数件程度という回答
が約6割を占める。
それ以外の病院では、今まで⼀度もないという回答が占める割合が増加する。
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6.4%

18.8%

35.7%

41.7%

13.3%

38.6%

14.6%

73.3%

18.7%

2.1%

6.7%

22.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３．特定領域拠点・地域がん診療病院(n=15)

２．地域拠点(n=171)

１．都道府県拠点(n=48)

１．よくある（週に１件以上） ２．ときどきある（⽉に１〜３件程度）
３．稀にある（年に数件程度） ４．ほとんどない
５．今まで⼀度もない ９９．無回答
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⽣殖機能に関する相談
副問4-1 問4で「ある（よくある・ときどきある・稀にある）」と答えたセンターで
はどのように対応されていますか。

⾃施設で相談対応できる体制のある施設は、都道府県拠点病院では7割程度。
地域拠点病院では４割程度。
「6.その他」として、「⼀般的な相談としてがん相談員が対応している」「相談内容に
応じて、がん相談部⾨内での対応、院内専⾨スタッフへの連携、他施設の紹介、
いずれもあり得る」といった回答が⾒られる。

100.0%

8.2%

20.7%

35.6%

51.7%

19.2%

17.2%

23.3%

6.9%

8.2%5.5%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３．特定領域拠点・地域がん診療病院(n=1)

２．地域拠点(n=73)

１．都道府県拠点(n=29)

１．がん相談⽀援センター内に専⾨的に対応できるスタッフがいる ２．⾃施設内に専⾨的に対応できるスタッフに紹介する体制がある
３．他施設の専⾨窓⼝に紹介する体制がある ４．体制はないが、県内の⼤学病院やがん専⾨病院等を紹介する
５．どのような対応をするのか定めていない ６．その他
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⽣殖機能に関する相談
副問4-2 副問4-1で、１,２,３を選択されたセンターに伺います。
センター内または紹介した先で対応する専⾨のスタッフはどのような⽴場の⽅ですか。(複数選択可)

対応する専⾨のスタッフは⽣殖医療専⾨医、専⾨看護師・認定看護師、
がん治療医が多くなっている。

2

4

3

14

17

13

7

25

16

23 1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

6_その他

5_⽣殖医療コーディネーター

4_がん⽣殖医療専⾨⼼理⼠

3_⽣殖医療専⾨医

2_がん治療医

1_専⾨看護師・認定看護師

１．都道府県拠点 ２．地域拠点 ３．特定領域拠点・地域がん診療病院
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⽣殖機能に関する相談
副問4-3 副問4-1で、３を選択されたセンターに伺います。
紹介する主な機関（3つまで）の機関名とその機関の種類をお書きください。

紹介する主な機関として
あげられていたのは、⼤学
病院、⽣殖補助医療に
取り組んでいる婦⼈科ク
リニック等であった。

機関名 件数
都道府県がん診療連携拠点病院 5
信州⼤学医学部付属病院 1
三重⼤学病院 1
徳島⼤学病院 1
熊本⼤学医学部附属病院 1
琉球⼤学医学部付属病院 1
⽣殖医療領域の専⾨職がいる医療機関 21
岐⾩⼤学病院 2
名古屋⼤学病院 2
独協医科⼤学埼⽟医療センター リプロダクションセンター 1
埼⽟医科⼤学総合医療センター 妊孕性温存外来 1
順天堂浦安病院 1
横浜市⽴⼤学付属市⺠総合医療センター 1
聖マリアンナ医科⼤学病院 1
焼津市⽴総合病院 1
⼭梨⼤学医学部付属病院 1
滋賀医⼤ 1
兵庫医科⼤学病院 1
岡⼭⼤学病院 1
中⼭産婦⼈科 1
俵ＩＶＦクリニック 1
諏訪マタニティークリニック 1
静岡レディースクリニック 1
英ウイメンズクリニック 1
岡⼭⼆⼈クリニック 1
婦⼈科クリニック 1

機関名 件数
その他 7
札幌医科⼤学病院 1
札幌厚⽣病院 1
⽃南病院 1
⽇本⼤学医学部付属板橋病院 1
Kobaレディースクリニック 1
ソフィアレディースクリニック 1
⽮野産婦⼈科 1
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⽣殖機能に関する相談
副問4-4 「がん治療に伴う⽣殖機能の影響や、⽣殖機能の温存」に関する
相談でお困りのこと／うまくいっている活動があればお書きください。

⽣殖機能に関しても、AYAと同じように
「潜在的なニーズはあるのかもしれないが、拾い上げが難しい」
という記載が多く⾒られた。

主な困りごと 件数
１．相談がない、ニーズの拾い上げが難しい 15
２．相談対応の中での相談者とのやりとり 6
３．治療開始前の情報提供が十分にできていない 6
４．相談、連携できる体制がない、不十分 5
５．がん生殖医療やその実施体制に関する知識・情報がない 11
６．地域の生殖医療資源が少ない 4
７．その他 2
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まとめ
• 「ゲノム医療」「希少がん」「AYA」「⽣殖機能」に関す
る相談への対応が、新整備指針で新たに触れられた。

• ゲノム中核病院・ゲノム連携病院の場合に、ゲノム医
療に関する相談が⼀定割合で、また、都道府県拠点
病院の場合に、希少がんに関する相談が⼀定割合で
ある等の傾向は⾒られる。

• しかし、全体で⾒ると、いずれの相談も多くはない状況
で、「稀に相談があった時にどう対応すればよいのか、
情報や知識が⼗分でなく⼼配」という⾃由記載が⽬
⽴った。
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本⽇の内容
3．がん情報提供・相談⽀援をめぐる施策の動向

（１）今回の改正の要点とその背景
厚⽣労働省 健康局 がん・疾病対策課

（２）新整備指針で新たに触れられた役割への対応状況
事前アンケート結果の概要

（３）がん妊孕性医療の動向とネットワークについて 配布資料5参照
⽇本がん・⽣殖医療学会
岐⾩⼤学⼤学院医学系研究科 産婦⼈科分野 古井⾠郎様

（４）都道府県内の連携体制の好事例
がん⽣殖医療との連携
AYA世代サロン〜ゆるっと話そう会〜について

（５）部会としての今後の取り組みについて（ディスカッション）
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本⽇の内容
3．がん情報提供・相談⽀援をめぐる施策の動向

（１）今回の改正の要点とその背景

（２）新整備指針で新たに触れられた役割への対応状況
事前アンケート結果の概要

（３）がん妊孕性医療の動向とネットワークについて

（４）都道府県内の連携体制の好事例
がん⽣殖医療との連携

滋賀県⽴総合病院 ⼭内智⾹⼦様
岡村理様

AYA世代サロン〜ゆるっと話そう会〜について
（５）部会としての今後の取り組みについて（ディスカッション）
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がん・生殖医療に関する
滋賀県の取り組み

滋賀県がん診療連携協議会 診療支援部会

山内 智香子（部会長）

岡村 理（部会員・相談支援員）

第11回情報提供・相談支援部会
平成30年12月4日
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（７） 小児がん、ＡＹＡ世代のがん及び高齢者のがん対策
② ＡＹＡ世代のがんについて

（現状・課題） ＡＹＡ世代に発症するがんについては、その診療体制

が定まっておらず、ま た、小児と成人領域の狭間で患者が適切な

治療が受けられないおそれがある。 他の世代に比べて患者数が少

なく、疾患構成が多様であることから、医療従事者に、診療や相談

支援の経験が蓄積されにくい。また、ＡＹＡ世代は、年代に よって、

就学、就労、生殖機能等の状況が異なり、患者視点での教育、就労、

生殖機能の温存等に関する情報・相談体制等が十分ではない。心

理社会的状況 も様々であるため、個々のＡＹＡ世代のがん患者の

状況に応じた多様なニーズ に対応できるよう、情報提供、支援体制

及び診療体制の整備等が求められている。

がん対策推進基本計画 （平成30年3月）
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（取り組むべき施策） 国は、ＡＹＡ世代のがんについて、小児がん

拠点病院で対応可能な疾患と成人領域の専門性が必要な病態と

を明らかにし、その診療体制を検討する。

国は、ＡＹＡ世代の多様なニーズに応じた情報提供や、相談支援・

就労支援 を実施できる体制の整備について、対応できる医療機

関等の一定の集約化に関する検討を行う。

国は、関係学会と協力し、治療に伴う生殖機能等への影響など、

世代に応じた問題について、医療従事者が患者に対して治療前

に正確な情報提供を行い、必要に応じて、適切な生殖医療を専門

とする施設に紹介できるための体制を構築する。

44 / 193 ページ



45 / 193 ページ



２．がん医療の充実

３．がんとの共生

（７）小児がん・ＡＹＡ（思春期・若年成人）世代のがん対策

【具体的施策】

将来子供を持つことを希望するがん患者が、治療前に正確に生殖機能等への影響と治療に
ついて情報提供が行われるようにする体制整備を行う。

分野目標

小児がん、ＡＹＡ世代（思春期・若年成人）のがん患者の診療・相談の提供体制整備がされる

（５）ライフステージに応じたがん対策

【具体的施策】

県は、滋賀がん・生殖医療ネットワークと協力して、妊孕性温存技量について医療従事者に
対して、知識習得と対応のための研修会を開催するなど人材育成に努めます。

分野目標

生殖機能の温存に関する確実な情報提供

⼩児・ＡＹＡ世代の⽣殖機能に関すること

46 / 193 ページ



滋賀県のサポートシステム

 滋賀がん・生殖医療ネットワーク
（滋賀県委託事業）
 電話相談事業

 ネットワーク内のコンテンツ作成事業

 医療者に対する研修事業

 滋賀医科大学附属病院
 がん妊孕性外来

 麻酔科・手術部との連携

 滋賀県による患者に対する医療
費助成事業
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滋賀のネットワーク：OF‐Net Shiga

 2015年7月に発足（滋賀県委託事業：滋賀医
大産科婦人科学講座）

1. 電話相談事業
• がん治療医療機関からの相談に個別対応

• 相談窓口：滋賀医大産科婦人科学講座

• 2016年度：3件(2件が処置）、2017年度：7件（3件が
処置）

2. HP上での情報提供（コンテンツ作成）

3. 医療者に対する研修事業
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患者が妊孕性温存を希望した場合
早急に対応するために

本当に温存が必要？
どの病院に紹介すべき？
どれくらい期間がかかる？
どの治療を選択すべき？

紹介先をすばやく探せるこ
とが、がん・生殖医療ネット
ワークの大きな役割

生殖治療医
情報提供

がん治療医
温存について
患者と相談

生殖治療医
必要な患者に

温存処置

すぐに紹介を受ける
システム

手術待のために
妊孕性温存を遅らせない

システム
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◆共有する資料
①説明用動画 ②問診票 ③患者用リーフレット
④医療者用リスク分類表
⑤医療者用妊孕性温存のためのアルゴリズム
⑥施設および診療内容一覧

ホームページより
ダウンロード可
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診療日時 月曜日から金曜日の 9時から12時まで

診療内容 1件相談に対し1時間から1.5時間

治療による影響や治療方法などにつき詳しく説明

予約方法 電話相談なしでも病診連携を用い受診可能

正式名称 ：がんや自己免疫疾患などの患者さんの妊孕性温存外来
通称 ：がん妊孕外来

平成27年6月1日より開設

できるだけ早く生殖医療医を
受診できるシステム

滋賀医科大学附属病院がん妊孕外来
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急ぐ必要のある症例は麻酔科、手術部の協力で迅速に対応できています

受診後の迅速な対応

紹介から治療までのタイムスケジュール
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滋賀県の事業：平成28年度開始
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平成28年度厚生労働省研究
がん生殖医療に対し医療補助が開始された滋賀県における患者の妊孕性温存治
療受療に影響を与える事項、および、妊孕性温存療法を受療するがん患者への医
療補助に対する医療者の意識に関する調査 研究者 木村文則

影響を与える因子として割合が高かった因子

生殖医療医からの説明のうち妊孕性温存の受療に

影響を与える因子（患者アンケート結果）

 予定されているがん治療の妊孕性へ与

える影響

 抗がん薬治療の妊孕性へ与える影響

 卵巣組織凍結保存する際の費用
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がん治療により子どもができなくなるおそれがあり、
助成内容の処置の時点で滋賀県内にお住まいの43歳未満の人

精子、卵子、受精卵、卵巣組織等の採取、凍結保存等にかかる
保険適用外経費（生涯で１回） 上限：男性２万円、女性10万円

２ 対象者

１ 助成内容

３ 手続の流れ

③給付
(口座振込)

②申請

①受診等
証明書

①受診等
証明書

本人、保護者

B 精子・卵子等の
凍結保存の医師

A がん治療の医師
県健康寿命推進課

４ 申請先 滋賀県健康医療福祉部健康寿命推進課がん・疾病対策係へ郵送

日本国内初！

滋賀方式 妊孕性温存に対する助成
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滋賀県の妊孕性温存に対する

助成の実績

 2016年度

男性 2例

女性 7例

 2017年度

男性 2例

女性 5例
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がん医療者への啓蒙

 平成28年度滋賀県がん患者の妊孕性温存
のための普及啓発事業
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アンケート結果
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さらなる発展のために

 がん患者の妊孕性温存の情報提供にかかる
ワーキンググループ

滋賀県

滋賀県がん診療連携協議会 相談支援部会

滋賀県がん診療連携協議会 診療支援部会

滋賀がん・生殖医療ネットワーク

① 患者向けリーフレットの作成

② 拠点病院での医療者向け研修会
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平成30年度医療者向け研修会

 平成28年度研修会はOF-Net Shigaから
講師を派遣

 平成30年度は各施設のがん診療支援部
会員・相談支援部会員を中心に開催

 OF-Net Shigaでベースとなる研修用スラ
イドを作成し各施設に配布

 各施設で今後の‘取り組み’を検討・発表

61 / 193 ページ



当院での取り組み例

 必要な患者に必要な情報をもれなく届けるために
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滋賀県の妊孕性温存に関する
情報提供

 がん情報しがHP

 滋賀の療養情報 がん情報しがHP
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今後の取り組み

 平成30年度研修会の結果集計中

参加者アンケート

各施設の今後の取り組みについて報告

 次年度以降、研修会の効果を検証

 診療支援部会との連携体制

就労支援 その他の情報提供でも連携
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最後に

 がん治療開始前に妊孕性温存の希
望を拾いあげる

 妊孕性温存が困難な場合でも、情
報を提供することは患者の満足につ
ながる

 医療者のネットワークは非常に重要
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滋賀県の取り組み

滋賀県⽴総合病院
がん相談⽀援センター
岡村 理

平成30年12⽉4⽇（⽕）
情報提供・相談⽀援部会

「しがのハグ」「しがのクミ」
県⺠のみなさんへ「健康づくり」をひろめていきます。
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がん相談⽀援センターのご紹介
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・がん相談⽀援センター
・がん情報コーナー
・医療・福祉相談室

・がん相談⽀援センター
・がん情報コーナー
・医療・福祉相談室
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がん相談⽀援センター

がん相談⽀援センターの体制（平成30年12⽉現在）
専従認定がん専⾨相談員 1名（SW）
専任認定がん専⾨相談員 2名（SW1名、Ns1名）
兼任がん専⾨相談員 3名（Ns、SW、CP）
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がん情報コーナー
• 各種 がんのパンフレット
• 妊よう性温存に関する
パンフレット

• 患者会等の情報
• がん関連イベント開催の案内
• などなど

ゆっくりくつろいで情報を探してもらったり、
読んでいただくための環境も⼼がけています
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がん情報コーナー

• 各がん種の診療ガイドライン
• 患者・家族のためのガイドライン

• 闘病記
• がんに関する図書
• がんに関する絵本
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新しいシステムを作成した経緯
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がんであることの受け⼊れ vs 期を逃さない

 患者さんによって考える視点や考えがまとまる時間に差がある
 がん・⽣殖医療の情報提供は医療者が強要できるものではないが、

⼀⽅で機会を逃がして欲しくない
 県内の拠点病院等で医療者が標準的に妊よう性温存に関する情報提供でき

る体制が必要

告知後の患者さんの状態
 これからの治療のこと
 がんの恐怖
 将来の不安
 多様な喪失感
 不確実性の中での⾃⼰決定

がん患者の告知後の⼼理状態

患者さんに将来の
妊娠や出産のことまで
考える余裕があるのか︖

病名告知、治療⽅法の提⽰が優
先される中で妊よう性温存の情
報をいつ伝えるのか︖
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緑⾊︓がん診療連携拠点病院
紫⾊︓地域がん診療病院
⻘⾊︓地域がん診療連携⽀援病院

平成28年度滋賀県がん患者の
妊よう性温存のための普及啓発事業

滋賀医科⼤学附属病院

公⽴甲賀病院⼤津⾚⼗字病院

草津総合病院

滋賀県⽴総合病院

⻑浜⾚⼗字病院

市⽴⻑浜病院

彦根市⽴病院

東近江総合医療センター

近江⼋幡市⽴総合医療センター

済⽣会滋賀県病院市⽴⼤津市⺠病院

⾼島市⺠病院

各拠点病院、⽀援病院等のがん相談⽀援センターが
研修会のコーディネート
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研修会の内容には満⾜したが、患者がいた場合に
実際どうすればよいかわからない

アンケート参加者数 研修会の有⽤性・満⾜度 がん患者への対応⽅法の理解

807名

滋賀県事業アンケート調査の結果
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患者⾃⾝が妊よう性温存について、意思
決定をしていく補助を⾏う
患者にとって、医療者にとって単純で理
解しやすい

このようなシステムが必要

さらなる発展のために
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滋賀県

滋賀県がん診療連携協議会 相談⽀援部会
（相談⽀援部会⻑、部会員3名）

滋賀県がん診療連携協議会 診療⽀援部会

滋賀がん・⽣殖医療ネットワーク

上記のメンバーが集まり、がん患者の妊よう性
温存の情報提供にかかるワーキンググループを
結成、新しいシステムを考えました

がん患者の妊孕性温存の情報提供に
かかるワーキンググループ
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 妊よう性温存に関するリーフレットの作成
（相談⽀援部会が中⼼に原案作成）

 平成30年度中に、がん診療連携拠点病院、地域がん診療
病院、がん診療連携⽀援病院にて、妊よう性温存に関する
研修会を実施
－妊よう性温存に関する知識→医師
－リーフレットについて・相談窓⼝の紹介→相談員

• ワーキンググループの作成したリーフレットを主治医、看
護師、相談員ががん告知後に患者に⼿渡しする

• リーフレットを気軽に⼿にとることが出来るよう各病院が
ん相談⽀援センターや院内のパンフレットラック等に配置
する

新しいシステム
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 リーフレットは、｢がん情報しが｣よりダ
ウンロードできます
がん情報しが＞がんとともに⽣きる＞がん治

療をはじめるが将来⼦どもを持ちたい
http://www.pref.shiga.lg.jp/e/kenko-
j/gan/ninyousei.html

作成したリーフレットについて
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ご清聴、ありがとうございましたご清聴、ありがとうございました
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本⽇の内容
3．がん情報提供・相談⽀援をめぐる施策の動向

（１）今回の改正の要点とその背景

（２）新整備指針で新たに触れられた役割への対応状況
事前アンケート結果の概要

（３）がん妊孕性医療の動向とネットワークについて

（４）都道府県内の連携体制の好事例
がん⽣殖医療との連携
AYA世代サロン〜ゆるっと話そう会〜について

福井県⽴病院 吉川 淳様
（５）部会としての今後の取り組みについて（ディスカッション）
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AYA世代サロン
～ゆるっと話そう会～

福井県立病院

がん医療センター長・副院長 吉川 淳
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福井県立病院 ８８０床
陽子線がん治療センター こころの医療センター併設
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AYA世代がん罹患者数の推移（福井県）

平成25年 男性41人(1.3%) 女性131人(5.2%) 計172人 (2.9%)
全国 （2.5%)
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男性131人・女性41人

AYA世代（15-39歳）罹患患者の推移（性別） 上皮内がんを含む

出典 福井県がん登録
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AYA世代がん罹患者さんの課題

・他世代に比べて患者数が少なく、疾患構成が多様。
医療従事者に診療や相談支援の経験が蓄積されにくい。

・年代による就学、就労、生殖機能等の状況が異なる。
患者視点での教育、就労、生殖機能の温存等に関
する情報・相談体制が十分ではない。

・心理社会的状況も様々。

・個々のがん患者の状況に応じた提供・支援体制および診療体制
の整備が必要。

第３期がん対策推進基本計画より
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・国・県のがん対策推進計画において、AYA世代の支援

強化が施策として盛り込まれた。

・当院がん看護専門看護師のAYA世代への思い

・AYA世代のがん患者に関する研究経験有

・AYA世代の患者さんより、同世代の人たちと話が

したいという希望。

・がんサロンに講師として参加、AYA世代サロン必

要性を自覚、相談員と共有していた。

AYAサロン開催の動機
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同じ経験を持つ仲間と、悩みや思いを話し合うこと
で、病気を乗り越え、希望ある社会生活を送るヒン
トをつかめる機会とする。

【企 画】
がん看護専門看護師 企画・アドバイザー
ピア・サポーター 体験から助言
がん相談員 企画・広報
県庁地域医療連携推進室 広報

AYAサロンの目的
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がん相談支援センターが定期的に実施している

「がんサロン：きねの」のひとつとして実施

・お茶を飲みながらのフリートーキング

アドバイザー（がん看護専門看護師）・ピアサポーターが話

題を提供。

・会場の環境整備

テーブルクロスや花など話やすい環境づくりに配慮

話し合うきっかけづくりに、アピアランスケア用

品やパンフレットを置く。

AYAサロンの内容
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・新聞社に事前掲載を依頼

・当院HP、福井県HP、相談員ワーキングで他がん拠点病院に周知

・院内関係病棟にチラシ配布、外来テロップ

AYAサロンの広報
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AYAサロンの様子 2018年5月24日

１０代 １名 ２０代１名 ３０代４名 ４０代１名
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AYAサロンの様子 2018年5月24日

１０代 １名 ２０代１名 ３０代４名 ４０代１名
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AYAサロンの様子 2018年11月29日

１０代 0名 ２０代１名 ３０代5名 60代2名（家族）
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治療と仕事の両立について

・再発したら仕事を辞めされられるという不安。

・会社の理解がないかぎり、治療と仕事の両立は困難。

・体調が悪くても休んだら辞めさせられるのではないか

と思い、無理をして出勤する。

・社内では、上司にしか病名は話していない。

・社内では、周囲の人に話しており、みんなが病気の

ことを理解してくれたので、働きやすい。

・病院側が会社側に病気や今後の治療のことを説明すれ

ば、雇用を継続しやすいのではと思う。

話し合いの内容
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・普段は、周りの人と深く病気の話をすることがないので、

とても気持ちが楽になった。

・娘のことを思うと涙が出る。同じ悩みを持った人と話し、

気持ちが楽になった。

・乳がんで通院しているが、人に会うことで生きる勇気や希

望をもらえてよかった。先のことを考えるより明日を元気

に過ごしたい。

・男性がいたため、聞きたいことが聞けなかった。

・年代的に働いている人も多く、夜開催すると参加しや

すいのではないか。

AYA世代サロン参加者の感想
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・子育て中の女性に配慮して、開始時刻を設定したが、日中

働いている男性は、夜の方が参加しやすいという意見。

・治療と仕事の両立などは、男女共通の悩みのため、意見が

活発に出たが、性別の悩みなどは男女別のサロンの必要性。

・アピアランスの用品を置くことで、女性の会話ははずんだ

が、男性が会話に入れない傾向。

・新聞社や関係職員が同席していたため、参加者に圧迫感。

考察と反省

97 / 193 ページ



・参加者のニーズに合った内容と設定。

ナイトサロンの実施、男性・女性別の設定、会場設定

・看護協会など多施設、機関と連携して継続開催

県立病院（対象者に直接声をかけることができる）

県看護協会（受診病院に関係なく集まりやすい）

5月 6月 ８月 11月 1月 （年５回）

・広報の工夫（講演会、マスメディアとの連携）

・見学者が参加者に圧迫感を与えない配慮の実施

今後の方向性
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本⽇の内容
3．がん情報提供・相談⽀援をめぐる施策の動向

（１）今回の改正の要点とその背景

（２）新整備指針で新たに触れられた役割への対応状況
事前アンケート結果の概要

（３）がん妊孕性医療の動向とネットワークについて

（４）都道府県内の連携体制の好事例
がん⽣殖医療との連携
AYA世代サロン〜ゆるっと話そう会〜について

（５）部会としての今後の取り組みについて（ディスカッション）
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新整備指針に基づいた、がん相談⽀援センター
PDCA実施状況チェックリストの更新の提案

【背景】
• H29年度に、「がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するWG」への提⾔を
検討するためのワーキンググループで、提⾔案を作成し、部会として（親会を経
て）厚⽣労働省に提出した

• その中で、がん相談⽀援センター活動指標を提案したが、整備指針には反映され
なかった

• 本部会に先⽴つ拠点病院向けアンケートにおいては、各都道府県においてチェック
リストが策定・更新されている

【提案】
• 全国のがん相談⽀援センターが共通して取り組むべき⽅向を確認するため、第5
回部会において合意された「がん相談⽀援センターPDCA実施状況チェックリスト
の⾻⼦」について、現状と新整備指針を踏まえて、改訂を⾏ってはどうか。

• 改訂を⾏うにあたっては、参考資料として、現状の各都道府県におけるチェックリス
トを資料として収集し、新整備指針への提⾔をとりまとめたワーキンググループメン
バーに継続して検討を依頼してはどうか。
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がん相談⽀援センター指標⾻⼦
<⽬標の整理と対応する指標について>

アウトカム プロセス 測定指標 構造 施策
患者･家族･市⺠ がん相談⽀援センター 測定関連

指標
調査関連 体制 整備指針

の内容最終
⽬標

準最終
⽬標

必要な条件 必要な条件･状態 実施状況の
例⽰

困って
いる患
者
・家族
が減る

頼りに
できる
⼈・相
談の場
がある

相談の場
があると感
じる⼈が
増える

相談⽀援
センターの
役割を
知っている
⼈が増え
る

その⼈にとって
ｱｸｾｽしやすい
相談場所･相
談の⼊り⼝が
ある

多様な相談
先がある

複数の相談
場所がある

・ｾﾝﾀｰの
窓⼝をわ
かりやすく
提⽰した
・ｾﾝﾀｰ外
で出張が
ん相談を
⾏った
・ﾋﾟｱｻ
ﾎﾟｰﾄの場
をつくった
・・・

院内・院外
での
相談対応
件数

【住⺠調
査】
【患者体験
調査】「相
談の場があ
る」の回答
割合

相談ブース
数
プライバ

シーの保て
る部屋数
電話回線
数
直通電

話の有無
相談員数
・・・

必ず「がん
相談⽀援
センター」と
表記する

相談⽀援
センターに
ついて積極
的に周知
する
・・・

患者が孤
⽴しない

情報や助けを
求めている⼈
に気づく⼈が
増える

・案内を
個別に配
布してい
る

担当医から
紹介された
相談件数

(【医療者
調査】相談
⽀援セン
ター認知度、
有⽤度）

（拠点病
院であるこ
との広報）

④主治医等
から、がん患
者及びその
家族に対し、
周知が図ら
れる体制を
整備する

101 / 193 ページ



⼀度も改訂していない
13(37%)

⼀度改訂した
11(31%)

⼆度以上改訂した
9(26%)

無回答
2(6%)

平成30年度
2(6%） 平成29年度

6(17%)

平成28
年度

14(40
%)

平成27年度以前
13(37%)

作成している
35(76%)

作成していない
7(15%)

その他
3(7%)

無回答
1(2%)

PDCAサイクルの
チェックリスト作成状況 チェックリスト初版 作成時期

チェックリスト改訂状況
N=35

N=35

N=46
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都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会
情報提供・相談⽀援部会設置要領

（ワーキンググループ）
第4 条 部会⻑は、部会の円滑な運営を図るため、必
要と認めるときは部会にワーキンググループを設け、グ
ループ⻑及びグループ委員を指名することができる。
2 ワーキンググループは、グループ⻑及びグループ委員

を指名することができる。
3 グループ⻑は、ワーキンググループを主宰する。
4 グループ⻑は、検討した結果を部会に報告し、了

承を得る。

参考資料1
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本⽇の内容
4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ

（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
⻘森県⽴中央病院 成⽥富美⼦様
福島県⽴医科⼤学附属病院 齋藤慎也様
千葉県がんセンター 中村晃⼦様
宮崎⼤学医学部附属病院 ⾼⼭晶⼦様
茨城県⽴中央病院 ⾺込ひろみ様
兵庫県⽴がんセンター 橋⼝周⼦様

（２）災害対策について
（３）件数カウントの導⼊状況と新指針を踏まえた変更案について
（４）「療養に関する情報の探し⽅」公開のお知らせ
（５）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（６）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（７）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について
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北海道青森
地域相談支援フォーラムin青森

開催報告

平成30年9月22日(土)ねぶたの家 ワラッセ イベントホール

青森県立中央病院

がん相談支援センター 成田富美子

テーマ「地域・多職種との連携・協働」
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開催概要

北海道がん診療連携協議会相談・情報部会

青森県がん診療連携協議会相談支援部会

目的

主催

日時
場所

後援

がん等に関する相談支援実務を担当している者に対し、がん相談
支援に係る具体的事例を紹介することにより、北海道・青森におけ
る相談支援実務者の能力の向上及び均てん化を図り、もって、
がん患者やその家族等の支援に資すること

平成30年9月22日(土) 14:00～17:00
ねぶたの家 ワラッセ イベントホール
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実行委員会

平成30年2月

• 北海道部会、青森県部会それぞれで、地域相談支援フォーラム
の目的、開催地、開催日、実行委員、連絡調整窓口担当者決定

平成30年6月

• 第１回実行委員会（北海道実務者会議の場を利用）

• 目的、開催日時、開催場所決定

以降～

• 各部会での検討内容を窓口を介して、電話やメールで情報共有、
役割分担し準備

9月 6日3時7分 北海道胆振東部地震発生
9月 7日 発表者スライド提出締切
9月10日 フォーラム開催決行を決定

延長

「初めての開催なので、両県の連携に関わる取り組み状況を知りたい。」
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当日プログラム9月22日(土)

１４：００ 開会挨拶 青森県がん診療連携協議会 相談支援部会 部会長

丹野 弘晃 （十和田市立中央病院 院長）

１４：０５ 講演 テーマ「地域医療のパラダイムシフトの到来とがん相談員に望むこと」
青森県がん診療連携協議会会長

吉田 茂昭 （青森県立中央病院 事業管理者）
座長 北海道がん診療連携協議会会長

加藤 秀則 （北海道がんセンター 院長）

１４：４５ 実践報告 テーマ「化学療法チームと相談支援センターとの連携・協働」
北海道がんセンター がん化学療法看護認定看護師

高橋 由美
座長 北海道がん診療連携協議会相談・情報部会長

永森 聡 （北海道がんセンター 副院長）

１５：２５ パネルディスカッション テーマ「地域との連携・多職種との連携」
座長 青森県がん診療連携協議会相談支援部会長

丹野 弘晃 （十和田市立中央病院 院長）
「患者会活動に参加して」

市立函館病院 新井山 ちづる

「就労、ピアサポート、地域機関との橋渡し」

日鋼記念病院 山本 亮

「弘前市立図書館との連携」

弘前大学医学部附属病院 青木 広美

「がんリンクナースとがん相談支援センターとの連携・協働」

八戸市立市民病院 佐藤 美穂

１６：５０ 閉会挨拶
北海道がん診療連携協議会会長

加藤 秀則 （北海道がんセンター 院長）
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参加者内訳

職種別 人数 都道府県別 人数

福祉職 ２８ 北海道 ２８

看護職 ３２ 青森県 ４１

医師 ８ 秋田県 ４

その他病院職員 ２ 福島県 １

労働局 ３ その他 ２

行政 １

がん対策情報センター ２

総数７６名（うち がん相談支援センター所属 ３４名）
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アンケート結果

0
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参加して満足したか
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今度の活動に役立つか

0
10
20
30
40

３回以上参

加した

１～２回参

加した

初めて参加

した

過去のフォーラム参加回数

0
10
20
30
40

今後のフォーラム参加希望

参加者 76名

アンケート回収 46名

回収率 60.5%
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アンケート結果（自由記載まとめ）

• 他県の相談支援センターの情報や取り組みが聞け
て参考になり良かった

• 今後もこのような機会があれば参加したい

• このフォーラムのような各がん相談支援センターの
活動（周知活動も含めて）や取り組みを報告し合う
機会が増えるとよい

• 来年の北海道開催が楽しみ

• 休憩時間が少ない

• がん相談に従事する人が多く参加していて、よい
交流になった。
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学びと今後の課題

北海道と青森の相談支援の実際、取組みについてお互いを知
る良い機会となった。

今回のフォーラムは「連携」がキーワードであったが、今後も
「連携」をメインテーマに両県相談部門が共催する機会を増や
し、相談員のネットワークの強化を図る。そして、相談員同士の
絆の深め、北海道青森から北海道東北への拡大を目指す。

開催予告

平成３１年度
北海道青森地域相談支援フォーラムin北海道

開催日 未定
開催地 北海道
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平成30年度
地域相談支援フォーラムin福島開催報告

福島県がん診療連携行議会相談支援部会

福島県立医科大学附属病院

斎藤 慎也

患者と共に構築するがんと共に歩める社会

～「Access to Information」とその先にある「Life」～

日時：平成30年11月17日（土）10：00～17：00

場所：コラッセふくしま 4階多目的ホール
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主催 福島県がん診療連携協議会相談支援部会

共催
国立がん研究センターがん対策情報センター、東北がんネットワークがん患者相談室専門委員会、青森県・秋田
県・岩手県・宮城県・山形県がん診療連携協議会患者相談部会、福島県

後援 青森県、秋田県、岩手県、宮城県、山形県

研修のねらい
がん相談支援センターの職員として、がん患者ががんと共に歩める社会の実現を目指し、問題点や課題に気づき、
解決のための手法について考え、今後の各県の活動に結び付けるきっかけとすることができる。

研修の目的
がん相談支援に携わる職員が、行政や患者と共に、がんと共に歩める社会の構築のためにがん相談支援センター
にできることは何かについて考える。

実行委員
２１名（事務局含む）
青森県1名、秋田県1名、岩手県1名、宮城県1名、山形県1名、福島県16名

当日参加者

111名（うち受講証発行者85名）
（県別内訳）

福島県39名、宮城県21名、山形県18名、青森県10名、秋田県7名、岩手県10名、東京都3名
（職種別内訳）

看護師30名、MSW49名、心理士2名、医師６名、行政5名、ピアサポーター12名、その他7名
※行政、ピアサポーターはオブザーバーとして参加

開催概要 テーマ：患者と共に構築するがんと共に歩める社会
～「Access to Information」 とその先にある「Life」～
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開催までのスケジュール

3月以前 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

運営係
（4名）

担当者決定
フォーラム概
要資料作成

ファシリテー
ターマニュア
ル作成
・当日役割決
定

広報係
（2名）

担当者決定
参加登録
フォーム作成

参加申込開始
国がんホーム
ページ案内掲
載

※
参加申込期限
延期

・参加申込〆
切
・グループ分
け／名簿作成

資料係
（2名）

担当者決定
ポスター／チ
ラシ原案作成

・抄録掲載内
容決定
・抄録見積も
り

抄録資料（部
会長挨拶、行
政取り組み説
明、講師資料、
発表スライ
ド）作成依頼

福島県療養冊
子取り寄せ

・福島県観光
冊子取り寄せ

・抄録印刷
・アンケート
作成

会場係
（2名）

担当者決定
懇親会会場予
約

・BGM決定
・PR動画取
り寄せ

・会場担当打
合せ／レイア
ウト作成
・放映スライ
ド作成
・垂幕等作成
・弁当注文

実行委
員会
（19
名）

コアメンバー
会議

第一回開催
・コアメン
バー会議
・第二回開催

事務局
（2名）

・講師・実行
委員依頼
・会場決定予
約

・開催要領作
成
・収支予算書
作成

・他県実行委
員依頼手続き
・共催／後援
手続

東北がんネッ
トへ経過報告

・発表者／オ
ブザーバー選
出依頼
・部会長参加
依頼

・オブザー
バー参加依頼
・Ⅲ群申請
・講師打合せ

報告資料作成

・運営マニュ
アル作成
・講師打合せ
・スライド
データ取り寄
せ

報告

11月17日（日）フォーラム開催
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当日のスケジュール

〇

時間 概要

9：30～ 受付開始

9：55～ オリエンテーション

10：00～ 開会挨拶／来賓挨拶

10：10～ 第一部（各県発表）
『ネットワークを「活かし」「繋げて」東北の絆を「結ぶ」』

12：00～ 昼休憩
・福島県PR動画放映
・福島県がん診療連携協議会相談支援部会活動スライド

13：00～ 第二部①（講演）
『病院の外の生活の場「元ちゃんハウス」でがん患者を支える』
講師：西村詠子氏（NPO法人がんとむきあう会）

14：20～ 第二部②（グループワーク）
『患者と共に構築するがんと共に歩める社会』

16：45
～17：00

閉会
総評／引継式／閉会の挨拶

東北6県よりがん相談に関する取り
組みの好事例
（他機関連携を中心に）発表

地域でがん患者支援に携わる方
の思いや現状についてご講演

各県発表、講演を受けて、がん相談支
援センターとして何が出来るか、可能
性等について協議（二回実施）

第一回目（運営側指定のグループ）
第二回目（各県ごとのグループ）
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第一部（各県発表）

＜アンケート結果＞～自由記載より一部抜粋～
・東北各県の取り組みを知ることが出来、良い機会となった。行政と
の連携が重要であり、これからの課題が見えた。

・他県の取り組みを聞く機会がなかなかないので、大変参考になりま
す。毎年、どの県も新たな取り組みがされていたり、新たな発見に新
しい気持ちになります。

・他県の取り組みを知ることで、自県の課題の気づきが得られ、これ
からすべきこと、したいことが見えてきたまた、行政の方のオブザー
バーが入ることで、様々な事業につながる可能性もあるのではないか
と思う。

1 ⼤変役
に⽴った
35%

2 役に⽴っ
た
53%

3 普
通
11%
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第二部（講演及びグループワーク）

④参加者間のコミュニケーショ
ンは取れましたか？

＜自由記載より一部抜粋＞
・ピアサポーターの生の声を聞くことが出来参考になった。大変貴重な機会でした。
・他県の取り組みを知ることが出来たこと、加えて自分の県で深めて話をすることが出来たので、大変貴
重な機会でした。
・元ちゃんハウスの講演、大変興味深かったです。様々なつながりを大切に、自施設でできること、県と
してできることを各拠点病院の風通しを良くして一緒に考えていきたいです。
・病院は一歩入ったら非日常という言葉。本当にその通り。その病院の中にあるがん相談だけではやはり
相談しづらい感じがあるのかもしれない。相談室や相談員の環境、雰囲気も大事と感じた。グループワー
クでは、具体的なことも話ができ、今後に活かしていきたい。参加している人たちみんなの思いがとても
熱いと感じました。

1 できた
84%

2 まあまあ
できた…

3 普通
2%

5 無回答
3%

1 ⼤変役
に⽴った
45%

役に⽴っ
た…

3 普通
9%

5 無回…

1 ちょう
どいい…2 短い

7%

3 普通
30%

4 ⻑い
8%

5 無回…

1 とれ
た 34%

2 まあまあとれた
34%

3 普通
26%

4 あまりとれなかっ
た 5%

5 無回…

1 ⼤変
満⾜…

2 満⾜
41%

3 普通
15%

4 あまり満
⾜でない…

6 無回…

①講演は理解できたか ③研修時間はどうでしたか
②グループワークは如何でしたか

⑤全体を通して、研修内容はいか
がでしたか
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その他アンケート結果

Q 今後フォーラムで取り上げたいテーマや試してみたいプログラム編成がござ
いましたらご記入ください

＜自由記載より一部抜粋＞
・ピアサポーターの殻の方たちの意見、生の声を聞けたことはとても有意義でした。

・東北内でこれだけの方が集まってというのは大変貴重な機会だと思います。是非有
用な機会として活用していただきたいです。

・東北ならではの人手不足、在宅医療の現実を充実している県から話を聞きたい。

・会場のアクセスが良かった。

＜自由記載より一部抜粋＞
・他院、地域等の“連携”について

・地域づくりのノウハウ

・就労支援

・AYAがんについて

Q 本フォーラムについてご意見やご感想がございましたらご記入ください

119 / 193 ページ



今後に向けて

皆様のご協力を賜り、無事、盛会にフォーラムを
終了できました。誠にありがとうございました。

東北ブロックでは、来年度、青森県でフォーラム
を開催いたします。引き続きよろしくお願いいた
します。

【課題】

・事務局としての事務作業の多さ

・実行委員間の情報共有の機会を確保することが困難

・予算の確保・管理
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ＡＹＡ世代の「い・ろ・は」
〜いま、なにが必要︖

考えようＡＹＡ世代のサポート〜

開催報告

千葉県がん診療連携協議会
相談⽀専⾨部会
千葉県がんセンター
中村晃⼦

平成30年度地域相談⽀援フォーラム
in東京・神奈川・埼⽟・千葉
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研修概要
◆主催 千葉県がん診療連携協議会 相談⽀援専⾨部会
◆共催 国⽴がん研究センター がん対策情報センター
◆後援 東京都、神奈川県、埼⽟県、千葉県
◆対象者
東京・埼⽟・神奈川・千葉のがん診療連携拠点病院および都県認
定がん診療病院等においてがん相談⽀援業務を⾏う相談員 120名
◆当⽇参加者 88名（修了証発⾏86名）

35

21
12

17

3

①東京 ②埼⽟ ③神奈川
④千葉 ⑤その他
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実⾏委員

運営メンバー32名（実⾏委員・ファシリ・オブザーバー）
地区 施設名 名前

千葉県
★コアメンバー

千葉県がんセンター 中村晃⼦

順天堂⼤学医学部附属浦安病院 吉岡多美⼦

⽇本医科⼤学千葉北総病院 ⾼井緑⼦

国⽴がん研究センター東病院 坂本はと恵

船橋市⽴医療センター 平川寛幸

東京⻭科⼤学市川総合病院 藤崎千晶

東京慈恵会医科⼤学柏病院 千⽥ 操

埼⽟県 埼⽟県⽴がんセンター 仲島晴⼦

埼⽟県⽴がんセンター ⽚桐三枝⼦

さいたま⾚⼗字病院 松島涼⾹

神奈川県 神奈川県⽴がんセンター 得みさえ

⼤和市⽴病院 ⼩峰晶⼦

東京都 がん研究会有明病院 花出正美

東京都⽴駒込病院 ⻑⾕川尚⼦

国⽴がん研究センター
がん対策情報センター

若尾 ⽂彦
⼋巻 千⾹⼦
伊東 洋介

※ 九州がんセンター 野⼝ 久美⼦
〃 松尾 由佳

ファシリ協⼒者 1 埼⽟県⽴がんセンター ⽚桐 三枝⼦
2 埼⽟県⽴がんセンター 仲島 晴⼦
3 さいたま⾚⼗字病院 松島 涼⾹
4 深⾕⾚⼗字病院 ⼩暮 三千代
5 神奈川県⽴がんセンター 得 みさえ
6 ⼤和市⽴病院 ⼩峰 晶⼦
7 相模原協同病院 波多江 優
8 聖マリアンナ医科⼤学病院 杉浦 貴⼦
9 がん研究会有明病院 花出 正美
10 順天堂⼤学医学部附属練⾺病院 佐藤 有沙
11 杏林⼤学医学部附属病院 ⼩林 夏紀
12 東京⼥⼦医科⼤学東医療センター 菊地 桃
13 国保旭中央病院 ⾼⼭ 美津⼦

14 東京慈恵会医科⼤学付属柏病院 荒井 賞枝
15 成⽥⾚⼗字病院 ⼭元 かおり

実⾏委員会 2回（平成30年5⽉23⽇、10⽉12⽇）
千葉県コアメンバー会議 6回（平成29年6⽉より。平成30年度は2か⽉毎）
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研修のねらい・⽬的

◆研修のねらい
ＡＹＡ世代のがん患者の⽀援について『どこまで相談⽀援
でやるか』についてコンセンサスを得ることが出来る。

◆研修⽬的
・AYA世代がん患者の抱える問題を知り、必要な⽀援を知
る
・相談⽀援の実情を知り、出来る⽀援を考える
・妊孕性の相談⽀援を考え、相談⽀援技術を学ぶ
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時間 内容

10︓10〜11︓20 講演① AYA世代が抱える問題と⽀援

11︓20〜12︓10 グループワーク①
「AYA世代がん患者の相談の実情は」

12︓10〜13︓10 昼⾷休憩

13︓10〜14︓10 講演②
がんと妊孕性について相談員としての⽀援は

14︓10〜14︓55 グループワーク②
「妊孕性の相談で明⽇から出来そうなこと」

14︓55〜15︓05 休憩

15︓05〜16︓15 グループワーク③
「治療後に妊娠希望している患者への⽀援」

16︓15〜16︓30 閉会挨拶 / アンケート

開催プログラム

ＡＹＡ世代が
抱える問題・⽀援
すべき内容を知り、
何が出来るか
考える

妊孕性に
焦点化し、具
体的に

何が出来るか
考える
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グループワーク③
治療後に妊娠希望している

患者への⽀援
〜この患者さんにどう⽀援する︖〜
事例①

乳がんで⼿術と抗がん剤治療
を受ける予定の35歳⼥性。

外来看護師より相談の依頼が
あり来室。
結婚して1年で⼦どもはいな
い。治療後には⼦供を持ちた
い希望がある。
千葉県在住で東京の病院で
治療を受ける予定。

事例②
精巣がんで術後、化学療法を
受ける予定の23歳男性患者の
⺟。
⾃分で相談⽀援センターを
調べて来室。
患者本⼈は「精⼦保存なんて
いい、結婚しない」と⾔って
いるが、⺟親としては「いろ
んな可能性を残しておき
たい」と考えている。
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アンケート結果

78%
19%3%

また参加したいと思いますか︖
⼤変そう思う そう思う
ふつう そう思わない

78%

21%
1%

期待に沿う内容でしたか︖⼤変そう思う そう思う
ふつう そう思わない
全くそう思わない

今後取り上げてほしいテーマ（複数意⾒抜粋）

・AYA世代については今後も取り上げてもらい
たいです（5）
・療養両⽴⽀援の加算に関すること
・グリーフケア（2）
・患者会、ピアサポートの実際について
・がんゲノム医療について（３）
・合同企画なので、この件ではこういう事業を
やっているなど各県の情報提供があれば良いと
思う（2）

感想（複数意⾒抜粋）
・AYA世代の就学（⾼校、⼤学）就労⽀援など
の最近話題に上がる事もあるので、地域の情報
なども含めて知りたいです。
AYAのことが勉強することができて、明⽇から
の⽀援につなげたい
・妊孕性については不確定な事もあること、個
に向き合ってその⼈の⼈⽣価値観を聞けるよう
な相談員になれるように研鑽をつみたい。
・会場は中⼼（東京あたり）で検討いただける
と助かります
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今後の継続開催に向けて

♦相談⽀援におけるトピックス、相談員が
⽀援に困っているテーマを選択する

♦⾸都圏と周辺地域ならではの相談⽀援の連
携を視野に⼊れる

♦開催場所の検討（アクセスの良さは重要）
♦円滑な企画準備のため、前回開催都県が⽀
援する体制
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地域相談支援フォーラムin四国

日時：2019年2月9日(土) 10:00～17:00(受付開始9時30分)
場所：かがわ国際会議場

香川県高松市サンポート2‐1
企画名：がんになってもその人らしい選択を支えるために

－相談支援・情報提供の架け橋－

内容：①四国4県の取り組み報告

②講演「相談員の情報支援の力をつける

～情報を見極めて､相談者が活用できる情報にするために」

③グループワーク

・がん相談支援センターで扱う情報について

・がん専門相談員が行う支援を考える

国立がん研究センターウェブホームにて申込みを!
(皆さまのお越しをお待ちしています!）

＊Ⅲ群申請手続き予定
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開催日：
2019年11月9日（土）10:00～17:00

開催地：
つくば国際会議場 中ホール200
（つくば市竹園2-20-3）

地域相談支援フォーラム
in北関東甲信越ブロック（茨城）

皆さまのご来場をお待ちしております
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地域がん相談⽀援フォーラムin近畿
開催告知

• 企画担当︓兵庫県

• ⽇時︓2019年秋頃

• テーマ︓⾼齢者⽀援

2018年12⽉4⽇
都道府県がん診療連携協議会
情報提供・相談⽀援部会
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本⽇の内容

4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ
（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
（２）災害対策について

・⾸都圏災害時を想定したシミュレーション実施について
・愛媛豪⾬災害への対応

（３）件数カウントの導⼊状況と新指針を踏まえた変更案について
（４）「療養に関する情報の探し⽅」公開のお知らせ
（５）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（６）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（７）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について
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災害発⽣時︓⾮常⽤ページが表⽰されます

⾸都圏以外での災害
発⽣時の表⽰内容

⾸都圏での災害発⽣時
（NCCサーバーダウン時）

の表⽰内容

※災害対策サーバーに切り替わります
https://ganjoho.jp/emergency/index_emergency.htmlhttps://ganjoho.jp/emergency/emergency.html

国⽴がん研究センターサーバーから表⽰

第10回スライドより再掲
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■被災地の各病院の状況
国指定のがん診療連携拠点病院などの、がん相談⽀援センター、化学療法、放射線治療、緩和ケア（がんの痛み、苦痛緩和への対応）などの対
応状況をまとめました。

 被災地の病院におけるがん患者さんの受け⼊れ体制（PDF）
■周辺各県における被災地のがん患者さんの受け⼊れ対応状況
国指定のがん診療連携拠点病院などの状況をまとめました。

 周辺各県の病院における被災地のがん患者さんの受け⼊れ体制（PDF）
■被災地のがん患者さんの受け⼊れ状況の把握について
●被災地において︓「被災地 医療機関対応状況」
●被災周辺地域において︓「周辺地域 医療機関受⼊状況」
についての情報収集を、国⽴病院機構九州がんセンターから、がん診療連携拠点病院等のみなさまに依頼させていただきます。

【がん患者受け⼊れ状況等調査⽤ファイル】
 被災地周辺地域受⼊体制調査フォーマット（MS-Excel）

■全国がん診療連携拠点病院・がん相談⽀援センター⼀覧
がん診療連携拠点病院等の情報は下記の資料（PDF）をご参照ください。
 全国がん診療連携拠点病院・がん相談⽀援センターなど⼀覧（2017年7⽉ 現在）（PDF）
■災害時関連情報
■臨時サーバーからの配信による影響

災害に関する情報
現在、関東地⽅に発⽣した災害により「がん情報サービス」の⼀部の機能が停⽌しております。
ご覧いただいているウェブサイトは、緊急時⽤の臨時サーバーより配信しています。

災害発⽣時（⾸都圏の場合）︓Web表⽰内容例 ⼀部抜粋

★被災地の各病
院の状況
★周辺各県の受
⼊対応状況
の情報把握・共有
にご協⼒ください。

ここに情報収集したい内容の
ファイルを置いています

第10回スライドより再掲
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災害対応時の情報共有のために︓ふだんからの準備として

【ログイン】
ID＝〇○○○○○

パスワード＝○○○○

国指定がん診療連携拠
点病院サポートページへ
●災害対応時の情報共有
ツールなどもここへ

 ふだんから活⽤する

第10回スライドより再掲
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がん診療連携拠点病院向け災害時情報 ページ

こちらのページを
ぜひ⼀度ご確認ください。

第10回スライドより再掲
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災害時には、がん患者さんの受け⼊れ状況を把握し、情報共有をお願
いします。
１．災害時︓被災地のがん患者さんの受け⼊れ状況の把握について
• 被災地において︓「被災地 医療機関対応状況」
• 被災周辺地域において︓「周辺地域 医療機関受⼊状況」
についての情報収集依頼を、
• ⾸都圏以外での災害発⽣時︓

国⽴がん研究センターがん対策情報センター
• ⾸都圏での災害発⽣時︓

国⽴病院機構 九州がんセンター
からご依頼させていただきます。

がん診療連携拠点病院向け災害時情報 ページ
第10回スライドより再掲

シミュレーション
の実施
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２．事前の準備︓全国のがん相談⽀援センターのみなさまへ
ご依頼させていただいた際、および、事前の準備として定期的に、
１）Kyoten-CISCのメーリングリストの登録者確認と更新
メーリングリストの登録については、以下のページをご覧ください。
「がん診療連携拠点病院がん相談⽀援センターメーリングリストのご案内」

２）「被災地周辺地域受⼊体制調査フォーマット」（MS-Excel）への記載と情報
提供する際の院内・地域内確認ルートの確認をお願いいたします。

３．災害時連絡先︓がん相談⽀援センターなどの連絡先⼀覧
災害時の連絡⽤として、「４．「がん相談⽀援センター」の探し⽅」の最後のところに「がん相談
⽀援センターなど連絡先⼀覧」をPDFファイルにて掲載しています。

緊急時には、「病院をさがす」のサーバ内の情報は、臨時のサーバには移⾏されませんので、こちらをご活⽤ください。

がん診療連携拠点病院向け災害時情報 ページ

●被災地 医療機関対応状況
 患者さんの窓⼝︓がん相談⽀援センター
 化学療法︓対応可否、可能な開始時期、臓器の限定など
 放射線治療︓装置稼働状況
 緩和ケア病棟の状況
●周辺地域 医療機関受⼊状況
 医療機関向けの他院からの患者受⼊窓⼝︓地域連携室など

・部署名、電話、対応状況
 医療機関向けの他院からの受け⼊れ状況

・⼊院、外来、など

第10回スライドより再掲
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⾸都圏災害時対応シミュレーション
災害想定 ⽇時︓2018年9⽉3⽇（⽉）14時過ぎ頃

場所︓東京湾沖 震度7強 の揺れ、津波の⼼配あり
被害状況︓不明 ニュースでは、⾸都圏の交通は⿇痺している模様

参加機関 国⽴がん研究センターがん対策情報センター（NCC)
九州がんセンター
東京、神奈川、埼⽟、千葉各都道府県拠点病院（5施設）

シミュレー
ション内容

①九州がんセンター  NCCへの被害状況確認
②クラウドML（kyoten-cisc-cloud)への情報提供依頼
③都道府県拠点5施設への個別連絡
④5施設⇒九州がんセンターの状況報告ファイル送信
⑤受け⼊れ体制情報公開（九州がんセンター）

実施して判明
したこと

• クラウドメーリングリストの設定ミス（メール送信されず）
• 災害地域の受信確認の簡便化の必要性
• 電話がつながらない施設があったFAXでの連絡⼿段の確保、

連絡が取れない場合の対応
• 都道府県拠点の被害が⼤きい場合の県内体制

2018年12⽉4⽇ 第11回 情報提供・相談⽀援部会資料より
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本⽇の内容
4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ

（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
（２）災害対策について

・⾸都圏災害時を想定したシミュレーション実施について
・愛媛豪⾬災害への対応

四国がんセンター 福島美幸様
（３）件数カウントの導⼊状況と新指針を踏まえた変更案について
（４）「療養に関する情報の探し⽅」公開のお知らせ
（５）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（６）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（７）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について
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愛媛県がん診療連携協議会
がん相談支援専門部会

2018年7月7日豪雨災害時対応について

国立病院機構 四国がんセンター

がん相談支援センター MSW 福島美幸
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愛媛県
死者27名、安否不明者1名、災害関連死2名
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・豪雨災害前の情報収集・発信

・豪雨災害後の情報収集・発信
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災害当日（7月7日）は、当県がん相談員研修会開催予定日

継続的な雨が続いており、前日にこれまでにない記録的豪雨警報

が出されていたが、翌日昼からの開催であるため、開催延期決定

について前日午後まで、気象予報・ニュースから情報収集し

判断に時間を要した。

東・中・南予のコアメンバーと相談し、決定！！

業務をしながらであり、延期・中止要件を定めていなかった

ため、判断に悩んだ。
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→専門部会での取り決めが必要だと感じた。

（対策）

①災害時や予測される時の開催延期等の判断基準を

作成

②緊急連絡網やメーリングリストの整備
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週明け7/9（月）
・専門部会MLや南予には直接電話での確認を行い、拠点・推進病院
及びがん相談支援センターの被災状況を確認

・NPO法人患者サポート団体より被災したがん患者さんの相談窓口と

して拠点・推進病院のがん相談支援センターで行えることの情報発信
の要請
⇒全ての施設で相談対応を行える体制にあることを確認
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・被災患者さんや一般向けに愛媛県拠点病院として
の受け入れやがん相談対応を行うことを情報発信
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◎DMAT本部 市立宇和島病院（地域がん診療連携拠点病院）

・交通機関、道路事情などの情報
・診療機能
・入院受入状況
・がん患者の転院など協力要請の有無
・宇和島市、大洲市、野村、八幡浜（南予）、今治市・離島地域
近隣医療機関の稼動情報
・院外薬局の営業状況
⇒支援内容の共有

◎済生会今治病院（地域がん診療連携拠点病院）

専門部会内で
情報共有

u1

150 / 193 ページ



専門部会内で
情報共有
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◎メールアドレス変更があった場合

メーリングリストなど変更手続き

⇒速やかに行う!!

◎緊急時の電話番号一覧作成

⇒担当者や電話番号
情報発信が

遅滞する
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◎情報収集・共有ルールの作成

各施設からの情報発信時期や手段、内容

情報共有の内容・方法など

◎連絡網の整備

緊急連絡網の作成整備やメールアドレス

（メーリングリスト）の速やかな更新、管理規程の作成など

◎研修等活動に関わる災害時対応の整備

判断基準/規程の作成
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本⽇の内容
4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ

（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
（２）災害対策について

・⾸都圏災害時を想定したシミュレーション実施について
・愛媛豪⾬災害への対応

（３）件数カウントの導⼊状況と新指針を踏まえた変更案について
（４）「療養に関する情報の探し⽅」公開のお知らせ
（５）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（６）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（７）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について
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相談記⼊シート
（相談記録のための基本形式）

及び
⼊⼒ツールEXCEL

バージョンアップ予定について
2019年1⽉〜3⽉頃

件数カウントの導⼊状況と
新指針を踏まえた変更案について
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都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会情報提供・相談⽀援部会での
相談記録のための基本形式 採⽤の経緯

■2015年1⽉〜
がん相談⽀援センターの活動の『最終アウトカム』に向けたPDCA
サイクル確保のために、活動の⾒える化に向けた検討WG

■2015年6⽉ 第5回情報提供・相談⽀援部会
全国で統⼀した⽅式で相談件数を把握することの合意

■2015年11⽉~2016年3⽉ 相談件数カウントパイロット調査
（研究班）

研究班として「相談記⼊シート」確定版を作成
■平成28年12⽉ 第8回情報提供・相談⽀援部会

研究班が作成した相談記⼊シートを「相談記録のための基本形
式」として部会として採⽤し、導⼊可能な施設、都道府県から⽤
いていく
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現在の相談記⼊シート
（相談記録のための基本形式）のダウンロードページ

https://ganjoho.jp/med_pro/consultation/support/
registration_sheet.html

https://plaza.umin.ac.jp/~indicator/?page_id=583
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相談記⼊シート
EXCELでの⼊⼒ツール

相談記録のための基本形式 CSVファイル 仕様書
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現在の相談記録のための基本形式の導⼊状況
~今回の部会の事前アンケート（2018/10）結果より~

電⼦データとして
導⼊済
53%

紙ベースで導⼊
済

12%

まだ導⼊して
いない
24%

その他
5%

無回答
6%

がん診療連携拠点病院・地域がん診療病院 234病院施設

3分の2の病院で
何らかの形で

導⼊されている
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現在の相談記録のための基本形式の導⼊⽅法
~今回の部会の事前アンケート（2018/10）結果より~

電⼦カルテ類
40%

電⼦カルテ類と
他のシステムや

紙を併⽤
7%

電⼦カルテ類と
EXCEL

3%
EXCEL
17%

ファイルメーカーやアクセ
スに紙を併⽤ 1%

ファイルメーカー
またはアクセス

12%

紙
17%

その他
3%

電⼦カルテへの導
⼊が5割

EXCELの利⽤が
2割

相談記録のための基本形式を導⼊済み 150病院

※都道府県としての集計⽤に活⽤している 13都道府県

(無回答を除く)
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相談記録のための基本形式-相談記⼊シート-
更新の契機

• がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針の改訂
• 現況報告書の項⽬の追加
• 部会事前アンケートでのご意⾒
• EXCELでの⼊⼒ツール利⽤者からのご意⾒

更新内容については資料6をご覧ください。

※必ずしもご意⾒に添えない場合があることを予めご了承ください。
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相談記録のための基本形式-相談記⼊シート-
及び⼊⼒ツールEXCEL更新予定

2018年12⽉4⽇〜20⽇（⽊） ご意⾒お伺い
ご意⾒がある⽅は
2018年12⽉20⽇（⽊）迄に<Joho_Sodan_Jimukyoku@ncc.go.jp>へ
ご連絡をお願いします。

2019年1⽉ 相談記録のための基本形式
改定版 Ver2.0公開

相談記録シートの研究班ページを
がん情報サービス医療者向けページ
がん相談⽀援センター相談記⼊シートのご案内 ⾴へ移⾏

2019年３⽉ ⼊⼒ツールEXCEL 更新予定
上記⾴にて公開予定 データ結合ツール(管理者⽤）も更新します。

※公開後もお問い合わせには応じられる体制がございませんこと､ご了承ください。

https://ganjoho.jp/med_pro/consultation/support/registration_sheet.html
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「療養に関する情報の探し⽅」
公開のお知らせ

－相談員の⽅向け新規作成情報－
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本⽇の内容
4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ

（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
（２）災害対策について

・⾸都圏災害時を想定したシミュレーション実施について
・愛媛豪⾬災害への対応

（３）件数カウントの導⼊状況と新指針を踏まえた変更案について
（４）「療養に関する情報の探し⽅」公開のお知らせ
（５）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（６）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（７）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について
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がん専⾨相談員の育成 集合研修 E-ラーニング

書類審査 有償

基礎研修1

基礎研修2

基礎研修3

基礎研修1
認定

基礎研修2
認定

認定更新

基礎研修3
認定

指導者研修

指導者F/U研修

認定更新
がん診療連携
拠点病院

都道府県
指定病院など

施設認定

従来通り、
研修受講

↓
研修修了

相談⽀援認定事業（相談員）

相談⽀援認定事業（施設）

• E-ラーニング導⼊により供給増
• 認定試験の実施により、質の担保
• 認定審査料・更新料により供給増に対応
• ⾮拠点の相談の質を認定により担保

•認定更新により、知識の更新
•指導者の育成・継続研修

• 施設認定による質の担保

H27年度〜

継続研修
（単位取得）

H28年度〜

I群

II群

都道府県拠点
病院、協議会主
催研修等

認定
III, IV群

2019年度～
E‐leaningは
段階的に新
整備指針に
対応

「手引き」との
組み合わせ
で網羅

指導者研修は
情報支援要素

を強化
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各
拠
点
病
院
・
全
相
談
員

各都道府県相談部会（または都道府県）より推薦

地域相談支援
ﾌｫｰﾗﾑ

地域相談支援
ﾌｫｰﾗﾑ

県単位で開催する
相談員研修

県単位で開催する
相談員研修

都
道
府
県

研
修
担
当
者

が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

必要に応じて必要に応じて

継続教育のプログラムとその開催⽅式は地域毎の施設構成、ニーズ、実施能⼒に合わせて検討・実施

全国的に展開が望まれるプログラムについては、E-learning教材の公開、講師派遣･教材提供を積極的に⾏う

県単位の継続研修県単位の継続研修

県単位の継続研修県単位の継続研修

県単位の継続研修県単位の継続研修

167

（基礎研修以降の）継続的・系統的研修機会の場の持ち⽅

※がん相談支援センター相談員

指導者等スキルアップ研修

E-learningによる継続研修

都道府県がん診療連携拠点病院連絡
協議会 情報提供・相談支援部会で
の情報共有

※ 指導者継続研修

開催支援 => 地域主導開催

認
定
が
ん
専
門
相
談
員

指導者継続研修

共通プログラムの
講師派遣・教材提供

2018年度からの⼒点
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がん対策情報センターで提供している
研修プログラムの位置づけ（2018年=>2019）

形式 プログラムカテゴリ
指定要件に
なっている

研修
主目的

今後の
更新予定

学習の手引き
全相談員が利用できる
相談員研修の副読本

新整備指針対応
購入手法の確保

E‐
learni
ng

基礎研修(1)(2)
(研修修了／知識確認) ○ 基礎的知識の習得 新整備指針対応

継続研修
(認定取得／認定更新) － 基礎的知識のアップデート 新整備指針対応

アップデート研修 － 基礎的知識のアップデート 新整備指針対応

集合
研修

基礎研修(3) ○
対象者理解（地域のファシリ
テータの育成）

指導者研修
○

都道府県拠点
地域の研修企画者の養成

情報支援プログラム
を取り入れた構成
毎年開催へ

指導者フォローアップ研修
－

地域の研修企画支援
オンデ
マンド型へ移行

指導者等スキルアップ研修
－ 地域の研修企画のトピック提

供
オンデマンド型or必
要時に開催
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「相談対応の質保証を学ぶ」研修
講師派遣のご案内

• 「相談対応の質保証（QA︓Quality Assurance)を学ぶ」 を
テーマとする研修企画に、国⽴がん研究センターがん対策情報
センターから各地域へ講師を派遣します

• 講師派遣期間︓平成30年度〜32年度
• 平成30年度は13都府県に派遣
• 平成31年度の講師派遣申込︓平成30年12⽉を予定

• 詳細はがん情報サービス＞がん相談⽀援
http://ganjoho.jp/med_pro/consultation/index.html
に掲載のうえ、都道府県研修担当者にメールで連絡予定

1
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2019案 2020案
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

基礎
(1)(
2)

基礎
(3)

申込受付

申込
受付

申込受付

受講可能期間
受講可能期間

申込
受付

開催予定 開催予定

2019・2020年基礎(1)〜(3)予定

2019年予定 定員：540名
①7/20(⼟)・21(⽇)、東京
②8/3 (⼟) ・4 (⽇)、東京
③8/24 (⼟) ・25 (⽇)、東京
④8/31 (⼟) ・9/1 (⽇)、東京
⑤9/7 (⼟) ・9/8 (⽇)、⼤阪
⑥9/28 (⼟) ・9/29 (⽇)、東京

2020年予定 定員：270名
① 4/11(⼟)・12(⽇)、東京
② 4/25 (⼟) ・26 (⽇)、東京
③ 5or9 /   (⼟)・(⽇)、⼤阪
＊申し込みは、１回のみ

東京オリンピックの開催と研修システム改修のためスケジュールと受講
可能⼈数が通常と異なります。
2021年現況報告提出時期を⾒越した⼈員配置をお願いします

システム
移⾏
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認定事業について

 「認定がん専⾨相談員」認定事業
「がん診療連携拠点病院等の整備指針」に定められている
がん相談⽀援センターの相談員の研修受講要件を満たしているだけでなく、
国際がん情報サービスグループ（ICISG）が⽰す“Core Values”をはじめとした基本姿勢
を遵守しているか、
相談対応に必要とされる知識や情報を更新するため継続的に学習し⾃⼰研鑽に励んでいるか
などについて、
⼀定の基準を満たした相談員を「国⽴がん研究センター認定がん専⾨相談員」として認定します。
 「認定がん相談⽀援センター」認定事業
「がん診療連携拠点病院等の整備指針」に定められている
がん相談⽀援センターの要件を満たしているだけでなく、
提供する⽀援サービスの質を維持・向上させていくための体制整備に努めているか、
相談対応を検証し評価・改善活動に取り組んでいるかなどについて、
⼀定の基準を満たした施設を「国⽴がん研究センター認定がん相談⽀援センター」として認定
します。

国⺠が安⼼して利⽤できるがん相談⽀援センターや相談員の環境整備
を⽬的として、以下の認定事業を実施しています。
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認定がん専⾨相談員
申請受付期間︓
2018年12⽉3⽇（⽉）〜12⽉14⽇（⾦）

2019年3⽉14⽇（予定）︓
公開説明会

申請受付期間（予定）︓
2019年4⽉〜6⽉中旬

詳細は募集要項をご参照ください。
国⽴がん研究センター＞がん対策情報センター＞プロジェクト＞
https://www.ncc.go.jp/jp/cis/divisions/info/project/certification/index.html

認定がん相談⽀援センター

申請受付中
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本⽇の内容
4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ

（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
（２）災害対策について

・⾸都圏災害時を想定したシミュレーション実施について
・愛媛豪⾬災害への対応 四国がんセンター

（３）件数カウントの導⼊状況と新指針における変更について
（４）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（５）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（６）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について ⽇本癌治療
学会
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都道府県がん診療連携拠点病院
がん診療連携拠点病院
地域がん診療病院

患者さん、ご家族、一般国民の方

拠点病院以外
の医療機関

医院

病院

研修、診療支援
情報提供

情報収集・提供 情報
収集
･提供

連携

情報提供

各都道府県

国立がん研究センター

情報編集・情報評価

がん対策情報センター

相談・
情報提供

相談支援
センター

厚生労働省
学会・
研究機関

民間企業・
NPO

情 報 収 集

都道府県

現在進められている日本のがん情報提供ネットワーク
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公⽴図書館との連携による「がん情報とがん相談⽀援センター」の周知
〜いつでも、どこでも、だれでもが、がんの情報を得られる地域づくりをめざして〜

■九州・沖縄ブロック 第1弾 H28/1/25
■第18回図書館総合展in パシフィコ横浜
H28/11/9
■九州・沖縄ブロック 第2弾 H28/11/28（⼤分）
■東北ブロック H29/1/23(岩⼿）
■東海・北陸ブロック︓H29/11/10(⾦）
■北海道ブロック︓H30/9/14(⾦）＝＞地震のため
中⽌
■中四国ブロック︓H30/12/14（広島）
■東京地区︓H31/2/1（東京）

岐⾩

⼤分

盛岡
176 / 193 ページ



1館寄贈
2館以上寄贈

本プロジェクトをがん相談支援センターの
周知や地域での情報提供のための

連携一つのきっかけとしてご活用くださ
い。

がん情報ギフトプロジェクト
国⺠の皆様からの寄付で、がん情報を⾝近な図書館へ

1都1道1府31県の計103図書館に寄贈（2018年11月時点）
今月、さらに20箇所に寄贈予定
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本⽇の内容
4．がん対策情報センターおよび各県・ブロックからのお知らせ

（１）地域相談⽀援フォーラム開催報告および開催予定
（２）災害対策について

・⾸都圏災害時を想定したシミュレーション実施について
・愛媛豪⾬災害への対応

（３）件数カウントの導⼊状況と新指針を踏まえた変更案について
（４）「療養に関する情報の探し⽅」公開のお知らせ
（５）平成30年度相談員研修・国⽴がん研究センター認定事業について
（６）がん相談⽀援センターと地域の図書館等との連携について
（７）⽇本癌治療学会認定がんナビゲーター制度について

⽇本癌治療学会
九州がんセンター 藤也⼨志様
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Cancer Network Navigator
Cancer Network Senior Navigator

都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会
第11回 情報提供・相談支援部会
2018/12/04

日本癌治療学会
がん診療連携・認定ネットワークナビゲーター委員会

藤 也寸志

（国立病院機構九州がんセンター・院長）
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第2期および第3期 がん対策推進基本計画

第2期がん対策推進基本計画

第４ 分野別施策と個別目標 ２．がんに関する相談支援と情報提供

（取り組むべき施策）

• 国・地域公共団体・拠点病院等の各レベルでどのような情報
提供と相談支援をすることが適切か明確にし、学会、医療
機関、患者団体、企業等の力も導入した効率的・効果的な
体制構築を進める。

第3期がん対策推進基本計画
第２ 分野別施策と個別目標 ３（２）相談支援及び情報提供

②情報提供（取り組むべき施策）

• 国、国立がん研究センター及び関係学会等は、引き続き協力
して、がんに関する様々な情報を収集し、科学的根拠に基づ
く情報を国民に提供する。また、ウェブサイトの適正化の
取組を踏まえて、注意喚起等を迅速に行う。
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患者・
家族

連携病院・診療所
相談員・看護師

ピアサポーター
保険薬局

ケアマネジャー訪問介護

社会保険労務⼠

がんサロン

訪問看護

がん医療ネットワーク

がん診療連携拠点病院
がん相談⽀援専⾨員

がん相談員を⽀援する（外部の）⼈材が必要がん相談員を⽀援する（外部の）⼈材が必要
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認定の流れ

182

e-LEARNING

ナビゲーター認定

視聴料10,000円

申請料2,000円

コミュニケーションスキル セミナー

シニアナビゲーター認定

実地見学

受講料5,000円

申請料5,000円
＋認定料10,000円

5年毎の更新
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ナビゲーター養成進捗状況

• e-ラーニング履修者 496名
• コミュニケーションスキル履修者 162名
• 実地見学者 25名

• ナビゲーター認定者 99名
• ナビゲーター申請者 11名

• シニアナビゲーター認定者 44名
• シニアナビゲーター申請者 2名

• 認定見学施設 77施設
• 認定見学施設申請 1施設
• 地域指導責任者（47都道府県） 44か所

2018.10.31現在
183 / 193 ページ



184

⿃取島根
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シニアナビの分布：44名・申請2名
e-learning受講者：496名 17

2

11

11

7

1

15

42

22

2

22

0

30

7

1

413

5

03

1

5

5

116

0

37

0

10111

2

0

2

2

126

29

0

6

50

69

7

認定s-navi 1名
Bセッション 5名
（内認定navi5名）
e-LEARNING  11名
（内認定navi5名）

2018.10.31

認定s-navi 8名
実地⾒学 3名
（内認定navi3名）
Bセッション 13名
（内認定navi5名・申請1名）
e-LEARNING 6名（内認定navi1名）

認定s-navi 2名
実地⾒学 3名
Bセッション 3名
（内認定navi2名）
e-LEARNING  14名
(内認定navi1名・申請navi1名）

認定s-navi 2名
（内認定navi1名）
e-LEARNING  1名

認定s-navi 1名
実地⾒学 2名
(内認定navi2名)
Bセッション 1名
e-LEARNING 12名

認定s-navi 2名
e-LEARNING  5名
(内認定navi2名）

認定s-navi 3名
（内認定navi1名）
Bセッション 1名
(内認定navi1名）
e-LEARNING  7名
(内認定navi1名）

認定s-navi 5名
実地⾒学 1名・辞退1名
Bセッション 15名
(内認定navi6名）
e-LEARNING 104名
(内認定navi6名・申請2名）

認定s-navi 1名
Bセッション 1名
e-LEARNING   4名
（内認定navi1名）

認定s-navi 11名
（内認定navi1名）
実地⾒学 5名
（内認定navi4名）
実地⾒学不備 1名
Bセッション 12名
（内認定navi1名）
e-LEARNING   21名
（内認定navi2名・申請navi3名） 認定s-navi 1名

実地⾒学 2名
(内認定navi2名）
Bセッション 5名
(内認定navi5名）
e-LEARNING  21名
（内認定navi2名）

認定s-navi 1名
e-LEARNING  6名

申請シニアnavi2名
実地⾒学 4名
（内認定navi3名）
Bセッション 4名
（内申請navi1名）
e-LEARNIG 12名

認定s-navi 2名
実地⾒学 3名・辞退1名
（内認定navi4名）
Bセッション 6名
（内認定navi1名）
e-LEARNING  30名
(内認定navi3名）

認定s-navi 1名
Bセッション 2名
（内認定navi1名）
e-LEARNING  ２名

Bセッション 3名
（内認定navi3名）
e-LARNING  4名

Bセッション 2名
（内認定navi2名）

認定s-navi 1名
Bセッション 1名
e-LEARNING   3名
(内認定navi3名）

認定s-navi 1名
e-LEARNING  1名
(内認定navi1名）

e-LEARNING  2名

Bセッション 1名

Bセッション 1名

Bセッション 1名
（内認定navi1名）

e-LEARNING  1名

Bセッション 1名
（内認定navi1名）

Bセッション 5名
（内認定navi１名）
e-LEARNING 10名
（内認定navi1名）

Bセッション 1名
e-LEARNING 2名
（内認定navi1名）

e-LEARNING  1名

認定s-navi 1名
(内認定navi1名）
Bセッション 1名
e-LEARNING  3名
（内認定navi１名）

e-LEARNING  4名
（内認定navi1名・申請navi1名）

実地⾒学 1名
Bセッション 4名
（認定navi1名）
e-LEARNING 8名
（認定navi1名）

e-LEARNING  10名
（内申請navi3名）

e-LEARNING  2名
（内認定navi1名）

実地⾒学辞退 1名
（内認定navi1名）
Bセッション 4名
（内申請navi1名）
e-LEARNING  4名
（内認定navi1名）

e-LEARNING  6名
（内認定navi2名）

e-LEARNING  7名
（内認定navi1名）

Bセッション 1名
（内認定navi1名）

e-LEARNING  2名
（内申請navi1名）

0

e-LEARNING  1名

e-LEARNING  1名
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地域指導責任者 44都道府県 北海道がんセンター 加藤秀則

秋⽥⼤学 本⼭悟

⼭形⼤学 吉岡孝志

福島県⽴医科⼤学 佐治重衡

栃⽊県⽴がんセンター 中村洋⼀

群⾺⼤学 調 憲

千葉県がんセンター 藤⾥正視

都⽴駒込病院 細⾒幸⽣

神奈川県⽴がんセンター ⼤川伸⼀

新潟県⽴がんセンター 佐藤信昭

岐⾩⼤学 ⼆村学

富⼭県⽴中央病院 ⽵川茂

⾦沢⼤学 ⽮野聖⼆

福井県⽴病院 道傳研司

⼭梨県⽴中央病院 中込博

信州⼤学 ⼩泉知展

愛知県がんセンター中央病院 岩⽥広治

⼤阪国際がんセンター 東⼭聖彦

神⼾⼤学 掛地吉弘

和歌⼭県⽴医科⼤学 ⼭本信之

岡⼭⼤学 藤原俊義

島根⼤学 礒部威

⼭⼝⼤学 吉野茂⽂

⾹川⼤学 辻晃仁

九州がんセンター
藤也⼨志

⻑崎⼤学 芦澤和⼈

熊本⼤学 ⽚渕秀隆

別府医療センター ⽮野篤次郎

宮崎⼤学 下⽥和哉

⿅児島⼤学 上野真⼀

弘前⼤学 佐藤温

東北⼤学 ⽯岡千加史

三重⼤学 ⽥畑務

滋賀医科⼤学 河内明宏

京都⼤学 鈴⽊栄治

広島⼤学 杉⼭⼀彦

徳島⼤学 丹⿊章

⾼知⼤学 ⼩林道也

佐賀県医療センター好⽣館
嬉野紀夫

奈良県⽴医科⼤学 ⻑⾕川正俊

聖隷浜松病院 吉⽥雅⾏

四国がんセンター
⼭下 素弘

埼⽟県⽴がんセンター 横⽥治重

2018.10.31

⿃取⼤学 藤原義之
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別府医療センター[別府市]

ひたちなか総合病院[⽇⽴市] 

宇都宮病院[宇都宮市]   

群⾺⼤学医学部附属病院※[前橋市]
群⾺県⽴がんセンター[太⽥市]
渋川医療センター[渋川市]
伊勢崎市⺠病院 [伊勢崎市]
公⽴藤岡総合病院 [藤岡市]  
前橋⾚⼗字病院[前橋市]
群⾺県済⽣会前橋病院[前橋市]
⽇⾼病院[⾼崎市]
原町⾚⼗字病院[吾妻郡]

埼⽟医科⼤学総合医療ｾﾝﾀｰ[川越市]
獨協医科⼤学埼⽟医療センター[越⾕市]
⼾⽥中央総合病院[⼾⽥市]
埼⽟県⽴がんセンター[北⾜⽴郡]

京都⼤学医学部附属病院[京都市]

⼤阪府⽴急性期・総合医療ｾﾝﾀｰ[⼤阪市]
⼤阪国際がんセンター［⼤阪市］

⾹川⼤学医学部附属病院
[⽊⽥郡]

九州がんセンター[福岡市] 聖マリア病院〔久留⽶市〕
九州⼤学病院[福岡市] 飯塚病院 [飯塚市]
済⽣会福岡総合病院[福岡市] 九州病院[北九州市]
福岡⼤学病院[福岡市]              産業医科⼤学病院[北九州市]
九州医療センター[福岡市] 九州中央病院[福岡市]
福岡東医療センター[古賀市] ⼾畑共⽴病院[北九州市]
久留⽶⼤学病院[久留⽶市]

⻑崎⼤学医学部・⻭学部附属病院[⻑崎市] 
佐世保市⽴総合医療センター[佐世保市]

熊本⼤学医学部附属病院[熊本市] くまもと森都総合病院[熊本市]
熊本市⽴熊本市⺠病院 [熊本市] ⼤腸肛⾨病センター⾼野病院[熊本市]
熊本⾚⼗字病院[熊本市] 熊本中央病院[熊本市]
熊本医療センター[熊本市] 熊本総合病院[⼋代市]
済⽣会熊本病院[熊本市] 天草地域医療センター[天草市]
熊本労災病院 [⼋代市] 熊本南病院[宇城市]
⼈吉医療センター [⼈吉市] ⽟名地域保健医療センター※[⽟名市]
熊本地域医療センター[熊本市]

岐⾩⼤学医学部附属病院 [岐⾩市]

北海道がんｾﾝﾀｰ[札幌市]

神⼾⼤学医学部附属病院[神⼾市]  
神⼾市⽴医療センター医療センター

中央市⺠病院[神⼾市]
済⽣会兵庫県病院※ [神⼾市]
兵庫医科⼤学[⻄宮市]

認定見学施設のある都道府県
（計77施設・申請1施設）

1
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00
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1
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1
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1
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2
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神奈川県⽴がんセンター［横浜市］

広島⼤学病院〔広島市〕

⼭梨県⽴中央病院[甲府市] 

１

三重⼤学医学部附属病院[津市] 

市⽴⻑浜病院 [⻑浜市]

岡⼭⼤学病院[岡⼭市]

島根⼤学医学部附属病院[出雲市]
松江市⽴病院[松江市]

⿅児島⼤学病院[⿅児島市] 

1

2

東北⼤学病院[仙台市] 

がん研究会有明病院[江東区]
昭和⼤学江東豊洲病院※[江東区] ⾼知⼤学医学部附属病院

[南国市]

佐賀県医療センター好⽣館[佐賀市] 
聖隷浜松病院[浜松市] 

四国がんセンター [松⼭市]

2018.11.8

福島県⽴医科⼤学[福島市]   

新潟県⽴がんセンター新潟病院[新潟市]

諏訪⾚⼗字病院[諏訪市]
信州⼤学医学部附属病院[松本市]

⿃取⼤学医学部附属病院[⽶⼦市]

⼭形県⽴中央病院[⼭形市]
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ナビゲーターネットワークの最小単位

ナビゲーター間の情報共有システム

介護福祉士
ケアマネージャー
訪問看護師・介護士

地域包括ケアシステムへの拡大
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都道府県がん拠点 → 地域がん拠点への展開

都道府県拠点
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都道府県拠点

 ナビゲーターをどうやって増やすか？
 ナビゲーターをどうやって活躍させるか？

（活躍の場の提供が必要）
 ナビゲーターをどうやってレベルアップさせるか？

（質の評価とフィードバックが必要）

都道府県がん拠点 → 地域がん拠点への展開
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厚生労働科学研究費（がん対策推進総合研究事業）

生活・療養環境による要望特性に応じた
がん情報 提供・相談支援体制の在り方：

地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及

【研究代表者】 （群馬大学）西山 正彦

がん患者さんとご家族向け支援の実態調査

群馬
東京

神奈川
福岡
熊本
大分

回答７３６

実地の聞き取り調査
を計画中

（ナビゲーターも参加して）

2004 施設に発送

発送 70 →回答 50
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本活動の理解と各都道府県における周知活動
（各がん診療連携協議会や相談支援関連部会を通じて）

皆様に協力をお願いしたいこと

ナビゲーターの実地見学認定研修施設への登録と受け入れ

ナビゲーターとの顔の見える連携の構築と
それに基づいた教育指導

（各都道府県のがん相談員研修や連絡会への参加の許可など）

どうぞよろしくお願い申し上げます。

詳細は、癌治療学会ホームページをご参照ください。
http://www.jsco.or.jp/jpn/index/page/id/1343/
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６．その他
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連絡事項
「相談記⼊シート」の改訂へのご意⾒は、12⽉20⽇
（⽊）までに下記事務局までお送りください。

 第12回情報提供・相談⽀援部会
⽇時︓2019年5⽉23⽇（⽊）13:00〜16:30
場所︓国⽴がん研究センター新研究棟1階
※⼀部資料について、webでの事前公開にさせていただく可能性があります。

ご協⼒のほど、お願い申しあげます。

情報提供・相談⽀援部会事務局
 FAX︓03-3547-8577
 mail: joho_sodan_jimukyoku@ml.res.ncc.go.jp
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